
University-Shopping Street Cooperation toward Sustainable Urban Development: 

In search of a KACHIGAWA Style of decentralized autonomous shopping street 
— A case study of the Kachigawa Shopping Street —

『大学と商店街の連携による持続可能なまちづくり，
自立分散型「勝川スタイル」の提案に向けた研究
―春日井市勝川駅前通り商店街を事例として―』
2013年度報告

１．はじめに

羽後静子（中部大学国際関係学部教授・研究代表）

本研究は，『大学と商店街の連携による持続可能なまちづくり，自立分散型「勝川
スタイル」の提案に向けた研究～春日井市勝川駅前通り商店街を事例として～』の継
続研究である。

この研究は，持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）中部モデル提案に向けた一つ
の事例（ＧＰ）として，勝川駅前通り商店街の自立（律）分散型のまちづくりについて，
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2013年度にすすめた研究・調査をまとめた共同研究の報告である。本年度は特に「勝
川スタイル」の構築に向けた聞きとり調査などを行った。「勝川スタイル」は，最初に
構想や計画があり，それを現実にあてはめるのではなく，自然に動きながら構想が
生まれ，自己組織システムとしての，自立分散型「勝川スタイル」を形成することに
意義がある。

そのようなまちづくりの「スタイル」として，「勝川スタイル」をとらえる場合，イ
メージづくりと人づくりとの関連性について研究する必要がある。つまり，独特の
個性を付与しているイメージづくりと，このイメージを，自分たちのライフ・スタイ
ルによって産み出し，再生産する主体の人づくりとが相互補強する必要があるから
である。イメージづくりについては，勝川の商店街としての独自性とこれを象徴する
弘法大師などを中心にしたアニメやサイネージによる形象化のプロセスが重要であ
る。しかし，このイメージを「勝川スタイル」として，生活の中で生かしていくライフ
スタイルを持った人づくりのプロセスがイメージづくりを支えない限り「勝川スタイ
ル」は生まれてこないと考えた。

以上のような考え方のプロセスから，本年度は特に「勝川スタイル」を支える人づ
くりについて研究した。

人づくりの主体としては，

１．商店街を訪れる買い手たち（川田報告）

２．売り手の商店街の商店主たち（岡本報告）
３．商店街の活性化を支えるボランティア，サポーターたち（上田報告）

が考えられる。
また，この三者の人づくりには，三者が絶えず接触できる場所が不可欠である。

このような視座から「勝川スタイル」をする際に不可欠な「人づくり」と「場づくり」
についての調査，研究，提案をした（水野報告，加藤報告）。

言い換えれば，どのような条件のもとで，「勝川スタイル」を推進する必要がある
のかという最も切実な問題を，この研究プロジェクトの執筆者がともに推進する「ひ
とづくり｣「未来づくり」の観点からとりあげたのである。
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２．	地域イメージ形成ツールとしてのキャラクター活用に関する現状と
	 問題点―アンケート予備調査とそれに基づく考察

川田 健（愛知文教大学人文学部准教授）

（１）		経緯と現状

「カフェびくとりばー」プロジェクトは「勝川商店街における神話の創造」の１部門
として行っているもので，商店街のPR のために，オリジナルのキャラクターを作成
し，簡単な動画も作成するという試みである。詳細については川田（2012）を参照
されたいが，春日井市に誕生伝説を持つ小野道風，勝川商店街の定期市の名前にも
なっている弘法大師空海をモチーフにした男性キャラクター二人に，彼らが集う場
所としての「カフェびくとりばー」のマスターの三人をメインキャストに据えたもの
で，ビジュアルノベル（音声と静止画を組み合わせた一種の紙芝居で，ゲーム画面に
よく用いられる手法）2013年12月までに６話を作成した。作成には筆者が所属す
る愛知文教大学の学生が中心的に関わり，キャラクター作成，声優などを担当して
もらった。

ある程度コンテンツが出来たところで，今後の方向性を探るために，当プロジェク
トの認知度及び評価についてのアンケート調査を 2012年11月18日に実施した。た
だ，この日は荒天のためにほとんど来場者がなく，回収できたアンケートも 13枚と，
定量分析の資料に堪えるものではない。ただ，少ないながらも問題点の把握という
点では注目すべきこともあった。以上のことから，本格的な定量調査は次の課題と
することとし，今回のアンケートは，そのための予備調査と位置づけておく。本稿で
はその実施内容，それを踏まえた反省点及びプロジェクトの抱えている問題，今後の
可能性について報告アンケート項目の基本部分は，岡本肇氏（中部大学中部高等学術
研究所）が監修・作成し，「カフェびくとりばー」の項目については川田が作成した。
アンケート実施方法は以下の通り。

【日時】 2012年11月18日10時30分～ 14時00分
【場所】 勝川商店街弘法市会場上特設テント内
【方法】 テント付近にて，通行人に対してアンケート協力を呼びかけ，協力

者にはブース内に着席してもらう。ブース内にサイネージを置い
て，作成したコンテンツのなかの１話（約３分）を視聴してもらい，
回答を依頼。
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当日のアンケート項目と回答数は以下の通り。（〈数字〉が回答数）

１．アンケートをご記入するご本人に関して

（１） ご記入する方の性別に関して，該当する以下の数字に○をつけてください。

①  男 〈６〉 ②  女 〈７〉

（２） ご記入する方の年齢に関して，該当する以下の数字に○をつけて下さい。

①  ９歳以下 〈０〉 ②  10 ～ 19歳 〈１〉 ③  20 ～ 29歳 〈３〉

④  30歳～ 39歳 〈３〉 ⑤  40歳～ 49歳 〈４〉 ⑥  50歳～ 59歳 〈２〉

⑦  60歳～ 69歳 〈２〉 ⑧  70歳～ 〈０〉

（３） ご記入する方のご職業に関して，該当する以下の数字に○をつけてください。

①  会社勤め 〈２〉 ②  公務員 〈０〉 ③  定年退職者 〈０〉 

④  学生 〈２〉 ⑤  専業主婦 〈２〉

⑥  非営利団体（NPO・商工会議所等） 〈０〉

⑦  商店主（勝川駅前商店街及びその周辺地区） 〈１〉

⑧  商店主（⑦以外）  〈１〉

⑨  フリーター   〈３〉

⑩  その他〔　　　　　　　　　　　　〕 〈１〉

（４） ご記入する方の居住地に関して，該当する以下の数字に○をつけてください。

（①に○をつけた場合，該当する〔　　　〕内の町名にも○をつけてください。

①  勝川地区内 〈７〉

〔勝川町，松新町〈１〉，角崎町〈１〉，惣中町，旭町〈２〉，妙慶町〈１〉，柏井町，

神明町，八光町，大和通〈２〉，若草通，小野町，勝川新町，勝川町西，知多町，天

神町，八幡町，細木町，若草通〕

②  春日井市内（勝川地区以外）

〔町名：〈東野町１〉〈神領１〉〈追槌町１〉〈瑞穂通１〉〕

③  名古屋市内 〔区名： 〕

④  小牧市内 〔町名：城山桃花台 〕

⑤  愛知県内（春日井市，小牧市，名古屋市以外）〔 市町村名： 〕

⑥  愛知県外〔県名： 市町村名： 〕
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（５） 今回の弘法市に来た際の交通手段に関して，該当する以下の数字に○をつけてく

ださい。

①  JR中央線（JR勝川駅を使用） 〈１〉

②  名鉄小牧線（名鉄味美駅から徒歩もしくは自転車で） 〈０〉

③  名鉄小牧線（名鉄味鋺駅から徒歩もしくは自転車で） 〈０〉

④  バス 〈０〉

⑤  自家用車 〈５〉

⑥  自転車（自宅から弘法市まで） 〈０〉

⑦  徒歩（自宅から弘法市まで） 〈５〉

⑧  その他〔　　　　　　　　　　　　　〕

２．「弘法市」に来る頻度・目的に関して

（６） 弘法市に来る「頻度」に関して，該当する以下の数字に○をつけてください。

①  ほぼ毎回来る 〈８〉 ②  ２，３ヶ月に１回は来る 〈３〉

③  半年に１回は来る 〈１〉 ④  １年に１回は通る 〈０〉

⑤  ほとんど来ない（でも以前に来たことはある） 〈０〉

⑥  今日，初めて来た 〈１〉

（６） 今回の弘法市に来た「目的」に関して，該当する以下の数字に○をつけてください

（複数回答可）。

①  路上に出店している店舗の商品を買いに 〈９〉

②  勝川駅前商店街の店舗の商品を買いに 〈１〉

③  路上の出店者として 〈２〉

④  勝川駅前商店街の関係者として 〈３〉

⑤  弘法市の企画関係者として 〈２〉

⑥  弘法市の雰囲気を楽しみたくて 〈３〉

⑦  （通勤・通学やどこかに出かけるときに）
     　 日常的に通る道なのでただ通っただけ 〈０〉

⑧  JR勝川駅前の再開発ビルの店舗に行くついでに来た 〈０〉

⑨  散歩ついでに来た 〈２〉

⑩  弘法茶屋にあるサイネージを見るついでに来た 〈２〉

⑪  弘法茶屋で放映されているサイネージアニメ
     　「カフェびくとりばー」を見に来た 〈１〉

⑫  なんとなく来た 〈０〉
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⑬  その他 〈１〉

〔先月久しぶりに来ておもしろかった。山形の出店の商品がとてもおいしかっ
たのでまた何かやっているかな，と雨降っているけどやっているのかなと思っ
て〕

３．普段，「勝川駅前商店街」に来る頻度・目的などに関して

（７） 普段の勝川駅前商店街の通りを通る「頻度」に関して，該当する以下の数字に○を
つけてください。

①  ほぼ毎日来る（週５日以上） 〈６〉

②  週に３，４回は通る 〈１〉

③  週に１，２回は通る 〈１〉

④  ２週間に１回は通る 〈０〉

⑤  月１回は通る 〈１〉

⑥  半年に１回は通る 〈２〉

⑦  ほとんど来ない（でも以前に来たことはある） 〈１〉

⑧  今日，初めて来た 〈０〉

（８） 普段の勝川駅前商店街の通りを通る「目的」に関して，該当する以下の数字に○を
つけてください（複数回答可）。

①  勝川駅前商店街の店舗の商品を買いに 〈３〉

      〔よく行く店舗名（複数回答可）：めるたん〕

②  通勤・通学で通る 〈２〉

③  勝川駅前商店街の関係者なので 〈１〉

④  通りの雰囲気が好きなので 〈０〉

⑤  JR勝川駅前の再開発ビルの店舗に行くついでに通る 〈２〉

⑥  散歩ついでに通る 〈２〉

⑦  弘法茶屋にあるサイネージを見るために通る 〈０〉

⑧  弘法茶屋で放映されているサイネージアニメ
      「カフェびくとりばー」を見るために通る 〈０〉

⑨  なんとなく通る 〈１〉

⑩  弘法市の時だけ来る 〈４〉

⑪  その他 〈２〉
      〔居酒屋に行くため〈１〉買い物に〈１〉〕
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（９） 普段，勝川駅前商店街に来るとき，よく通るルート，よく佇む場所，雰囲気がいい
なあ，と思うような場所などがありましたら，次頁（３頁）の地図上に４頁の記入例
のように示して下さい（示した理由も書いて下さい）。

 逆に，ここはちょっとまずいなあ，というような場所がありましたら，同じように
示して下さい（示した理由も書いて下さい）。〈図は省略，記入欄〉

＊交通量が多く，事故をよく見た。商店街も通常交通量多く危険。

＊駅前の商店街なのに今ひとつ盛り上がらない感じでもったいないなあと思って
います。勝川駅は利用者がとても多い駅なのにその割に人の流れが商店街にな
くて本当にもったいない。

４．サイネージアニメ　「カフェびくとりばー」について

 「カフェびくとりばー」は勝川に住んでいる５人のキャラクターが，勝川のまちや商

店街の商品を紹介する，ビジュアルノベルです。このたび「勝川駅周辺まちづくり

協議会」の公式キャラクターになりました。今後の作品作りの参考にさせていただ

きたいと思いますので，ご感想をお聞かせいただければ幸いです。

Ⅰ．コンテンツの認知度について
（１） 「カフェびくとりばー」をご存じでしたか？（どちらかに○をしてください）

①  は　い →（２）へ 〈６〉

②  いいえ →（４）へ 〈７〉

（２） どの程度ご存じでしたか（あてはまるものすべてに○をしてください）

①  名前をきいたことがある 〈４〉

②  ポスターを見たことがある 〈２〉

③  キャラクターの名前を見たことがある 〈２〉

④  サイネージで話を見たことがある 〈２〉

⑤  インターネットで話を見たことがある 〈２〉

⑥  キャラクターの名前を一部知ってい 〈１〉

⑦  キャラクターの名前を５人とも知っている 〈０〉

⑧  商店街の商品をPRしていることを知っている 〈３〉

⑨  勝川のことを紹介していることを知っている 〈２〉

⑩  ツイッターのアカウントを持っていることを知っている 〈２〉

⑪  人物の関係（誰が誰を好きか，など）について知っていることがある 〈２〉
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（３） 何でお知りになりましたか（もっとも当てはまるもの一つに○をしてください）

①  商店街のテレビで 〈４〉

②  街頭のポスターで 〈０〉

③  インターネットで 〈１〉

④  ツイッターで 〈０〉

⑤  その他（具体的に） 〈１〉〔　　　　　　　　　　〕

Ⅱ．作品について

（４） ご覧になった感想をお聞かせください

（４－１）内容が親しみやすいものになっている 

①  十分になっている 〈１〉 ②  まあまあなっている 〈３〉

③  ふつう 〈９〉 ④  あまりなっていない 〈０〉

⑤  なっていない 〈０〉

（４－２）キャラクターが親しみがもてるようになっている

①  十分になっている 〈１〉 ②  まあまあなっている 〈３〉

③  ふつう 〈９〉 ④  あまりなっていない 〈０〉

⑤  なっていない 〈０〉

     

（４－３）楽しく見られる内容になっている 

①  十分になっている 〈１〉 ②  まあまあなっている 〈４〉

③  ふつう 〈７〉 ④  あまりなっていない 〈１〉

⑤  なっていない 〈０〉

（４－４）勝川のまちや店に興味が持てる内容になっている

①  十分になっている 〈１〉 ②  まあまあなっている 〈４〉

③  ふつう 〈３〉 ④  あまりなっていない 〈３〉

⑤  なっていない 〈０〉

（４－５）きれいな映像になっている

①  十分になっている 〈５〉 ②まあまあなっている 〈４〉

③  ふつう 〈３〉 ④  あまりなっていない 〈０〉

⑤なっていない 〈１〉
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（４－６）声の演技に親しみがもてる仕上がりになっている

①  十分になっている 〈４〉 ②  まあまあなっている 〈４〉

③  ふつう 〈３〉 ④  あまりなっていない 〈２〉

⑤  なっていない 〈０〉

（４－７）ほかの話も見てみたいと思わせる内容になっている

①  十分になっている 〈２〉 ②  まあまあなっている 〈５〉

③  ふつう 〈４〉 ④  あまりなっていない 〈２〉

⑤  なっていない 〈０〉

その他にございましたらご記入いただければ幸いです。

〔対象年齢が若め設定ですかね？ちょっと私（40代）は興味がもてませんでした。

もう少し冒険的，刺激的内容で良いかと思う。チャレンジ精神でがんばってくださ

い。〕

（５） 今後，どのような内容ならご覧になりたいと思いますか？（当てはまるものにすべ

て○をつけてください）

①  勝川のまちや店を紹介するもの 〈９〉

②  キャラクターの人間関係（友情や恋愛）が展開するもの 〈３〉

③  実在の弘法大師や小野道風を紹介するもの 〈３〉

④  見てみたいとは思わない 〈０〉

⑤  その他〔フリーペーパーや紙媒体ではだめですか？〕 〈１〉

（６） 今後，放映する媒体は何が有効だと思われますか（もっともあてはまるもの１つに

○をつけてください）

①  商店街に設置されたテレビで 〈１〉

②  インターネット経由でパソコンで 〈５〉

③  スマートフォン・携帯電話で 〈３〉

④  ケーブルテレビで 〈１〉

⑤  その他　〔     　　　　　　                                〕 〈１〉 

大学と商店街の連携による持続可能なまちづくり，自立分散型「勝川スタイル」の提案に向けた研究

― 131 ―



（２）		アンケート結果を踏まえた考察

先述したように，今回のアンケート（４）では，記入のために設けたブース内に，
サイネージビジョンを移動し，既発表コンテンツのうちの一つ（約３分）を視聴して
その印象を回答してもらう形式である。内容は以下の通り。歩美（物語の進行役，
カフェの看板娘の設定）が，ひそかに思いを寄せる兄の友人，鷹野空海（弘法の象徴，
メインキャラクター）に接近するために，友人の津野沙希（商店街の老舗和食屋の娘）
に相談する。その様子をおもしろがっている沙希は，次のような提案を歩美にする。
空海は毎日同じ場所を散歩するので，歩美がわざとぶつかってきっかけをつくる。
ただぶつかるのでは不自然なので，遅刻寸前で慌ててパンをくわえて学校に急いで
いるふりをする。あわよくば空海に抱きとめてもらおうと歩美はその提案にしたが
う。ところがパンをくわえて走る歩美が道風（本作の主人公）を突き飛ばし，空海に
ぶつかって抱きとめられるのは道風になってしまった。

この話では，「遅刻寸前でパンをくわえながら走っている女の子が男の子にぶつか
り，そこから出会いが生まれる」という，“Girl Meets Boy”のテンプレートとも言え
るエピソード１）を利用したもので，商店街に実在する「サボテンメロンパン」を出す
ことによって，店の紹介もするという内容である。サイネージに流すコンテンツとい
うことで，「恋する少女」「テンプレート的展開」というわかりやすさを重視した。た
だ，アンケートの記述欄にあったように，あまり興味を引く内容ではなかったという
40代女性の指摘があったことは，そうした「テンプレート的展開」に慣れていない（＝
興味を引かない）人にどのように訴求するかという問題を残していることを意味す
る。今回のコンテンツ作成にあたっては，マンガ・アニメに親しんでいる層にどの
ように訴求するかということを考慮し，ストーリーやキャラクターの性格付けを行っ
ている。それは，キャラクターがファンのコミュニティの中で，自律的に発展してい
くこと―典型的には二次創作が流通すること―が，オリジナルキャラクターを使っ
たまちおこしとしてはもっとも理想的である。自律的に発展するということは，そ
れだけキャラクターの価値が認められ，コンテンツホルダーの手を介さずして流通
できることを意味するからである。日本アニメ文化研究者の陳仲偉は，ディズニー・
ハリウッドモデルと異なる日本アニメの特徴は，「ファンの文化」であるとする。す
なわち，コミックマーケットに代表されるように，ファン同士が，コミュニティを作
り，時に二次創作やコスプレなど，自らもそれに参与して文化の担い手となり，発
展してきたのが日本マンガ・アニメであるとする２）。すなわち，「マンガ・アニメで
まちおこし」とは，単に媒体としてマンガ・アニメを用いるということではなく，コ
ンテンツホルダーと受容者が，単に供給者と消費者の関係にとどまらない仕組み作
りを確立するということにほかならない。そのためには，ファンに対して，一般的に
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「ネタ」と呼ばれるコミュニケーションの材料を提供する必要がある３）。ただ，同時に，
継続的に主体的にコンテンツにアクセスする層ではない―換言すれば「積極的にキャ
ラクターを見ようとするわけではない層」―にも訴求するものを作る必要があると
いうことも今回の反応から理解できた。作品ありきの「アニメでまちおこし」ではな
く，情報発信媒体としての役割を持つ以上，入り口部分ではなるべく多くの人に手
にとってもらうような工夫が必要なのかもしれない。アンケートの自由記述欄に媒
体紙媒体（フリーペーパー）での供給という提案があったが，たとえばフリーペーパー
のような，比較的多くの層が手に取る可能性のある媒体には，最大公約数的な，無
難な内容のものを掲載して認知度を高め，webなどの別の媒体―積極的にアクセス
する層向けの―にはいわゆる「ネタ」を仕込んだ内容のものを掲載するような棲み分
けも可能性として考えてよいだろう。

（３）		今後の可能性―２.x次元の活用

キャラクターを用いた地域振興としては，いわゆる「ゆるキャラ」の方が認知度は
高いのではないだろうか。最近では熊本県のくまモンが典型的な成功例として知ら
れる。報道によれば，2011年11月～ 2013年10月までの経済効果は 1,244億円にの
ぼるという４）。管理を誤れば鳥栖市の「とっとちゃん」のような事例も発生するが，
地域PRの有力コンテンツとして一定の認知を受けているといえよう。ゆるキャラは
基本的に「着ぐるみ」という「実体」のあるキャラクターである。川田（2012）ではこ
れを「2.x 次元」と呼んでいる。

これは２次元（直接手に触れることのできない虚構）と３次元（直接手に触れるこ
とのできる実体，実在する人物）の間にあるという意味合いである５）。キャラクター
そのものは，実在する一つの人格ではないが，イベントなどで実際に手に触れるこ
とが出来る。その意味では全くの平面空間にのみ実在するキャラクターとは一線を
劃している。また，ゆるキャラ以外には「○○の平和を守るヒーロー」という，いわ
ゆる戦隊シリーズも，気軽に会えるキャラクターの一つとして認知されている。こ
れは公認キャラクターとして活動するほか，有志が神出鬼没的な活動を行い，それ
が認知されるケースもある。さらに，古くからある手法としては，「ミス○○」のよう
なイメージキャラクターを選抜し，PRに務めてもらうものがあるが，近年では，歌
やパフォーマンスも行う「ご当地アイドル」を，行政やそれに近い事業主体がオーディ
ションを行って活動を行うケースも多い６）。２次元のキャラクターと 2.x 次元のア
イドルとを結びつける方法としては，キャラクター役を演じる「アイドル」を立てて，
イベントなどを行うものがある。近年のアニメの世界では，キャラクターを演じる
声優が，演じるキャラクターに扮して歌や演技を行うイベントが行われる。これは
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単にアニメ原作の舞台が行われるのとは違い，普段キャラクターを演じている声優
を起用することにより，よりアニメ作品との連続性を強調する働きがある７）。この
方式を取り入れているのが「知多娘。」である。知多みるく役の尾高もえみ氏をはじ
めとする声優の卵たちが，動画に声をあてるだけでなく，キャラクターに扮してイ
ベントやインターネット上で活動する，いわゆる「顔出し」も行っている（川田2011）。
地域振興のPR媒体としては，「実体」を持つキャラクターの方に分があるようにも
思われる。ただ，単に地域の知名度を挙げるのではなく，何らかのメッセージを発
する媒体という性格まで期待されるのであれば，物語の構築と発信という，現在の
試みに意味が出てくる。

（４）		小結

筆者が本プロジェクトに関わるきっかけは，「アニメでまちおこしは可能か」とい
う視点からであったが（川田2011），プロジェクトの進行に従って，「勝川スタイル」と
いうライフプランの提案の重要性が認識されるに至った。「住みたいまち」「訪れた
いまち」であるというブランドを確立することが，地域活性化にとって最も重要かつ
効果的なことであるという認識からである。勝川は商店街と住宅街の性格を併せ持
つ地域であり，「住みたい」と「訪れたい」が両立するようなブランド戦略が必要とな
るわけだが，活気ある商店街の存在が住民にとってメリットになるというメッセージ
を発することできるかどうかがキーポイントとなる。キャラクターのつむぐ物語も，
商店街の発展に寄与する要素（商品の紹介，キャラクター商品に関するもの），地域
の知名度向上のための要素（地域の紹介，話題性の提供）のほかに，地域コミュニティ
の一員としての生活の提案（商店街という空間が生活にどのように潤いを与えうるか）
という要素も含めて考える必要があろう。

一つの可能性の提案として，研究室を単位にはじめたアニメ部門であるが，活動
主体である二水会の活動軸が「勝川スタイルの確立」という所に定められたことによ
り，継続的にコンテンツが作成できる体制を作ることが望まれる。研究室単位だと，
卒業などによるスタッフの交代が必然的に起きるので，継続的に意欲と能力のある
学生を確保し続けることができるかどうかが問題となる。特に「知多娘。」のように，
2.x 次元の活動として，声優がキャラクターに扮してパフォーマンスを行うことまで
視野に入れるのであれば，アイドル活動のリスクを考えれば，研究室の学生に気軽
に頼むレベルを超えている（川田2011）。安定した活動のためには，主体と方法につ
いて見直す必要が出てきている。

ここ数年のゆるキャラ，ご当地アイドルの発展をみれば，２次元と 2.x次元を組み
合わせるPR活動は，２次元のみの活動より間口を広げる効果があり，定められた
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事業主体を立てて，オーディションを行ってキャストを選定することができれば有力
な選択肢と成りうる。また，あくまで推測の域を出ないが，こうした「ゆるキャラ」

「ご当地アイドル」の発展の要因として，「サミット」「グランプリ」といったキャラク
ター相互の交流機会があると考えている。かかる交流機会によって「ゆるキャラ」と
いう手法そのものの認知がすすみ，それがさらなるファンを生み出すということで
ある。たとえば知多や大垣など，周辺のキャラクターとの交流の舞台として勝川を
提供し，「キャラクターに出会えるまち」を演出する。つまり，キャラクターが単体
の認知を上げることだけでなく，「ご当地キャラクター」相互の交流により，それ自
体の注目度を上げるという方法も，今後の展開の可能性として一考に値すると考え
る。これについては，実験する機会があれば試みてみたい。

注

１） ただし，遅刻しそうな子がパンをくわえて走る，というのは，多くのマンガに描かれてテン

プレート化したというものではなく，出典も判然としないという指摘もある。筆者はこれ

に対してなんら知見をもたないが，出典不明のまま，ある程度マンガ・アニメに親しんでい

る層ならば，一種の典型的展開のパターンとして認識されている。これについてはたとえば

「「遅刻する食パン少女」記事まとめ」に興味深い考察がなされている。

２） 陳（2004）及び川田（2011）。

３） 今回のコンテンツでは，キャラクター相互の人間関係にその要素を盛り込んでいる。詳細

は川田（2012）を参照。

４） 「「くまモン」の経済効果，２年間で 1244億円」日経新聞電子版，2013年12月27日

５） ただし，ここでの２次元・３次元は単に「平面か立体化」ということを意味しない。マンガ・

アニメの世界を象徴的に２次元と呼ぶことがある。また，たとえば「二次元の嫁」（特にお

気に入りのキャラクター）という表現において意味される二次元は「架空」という意味合い

が強い。その際に対照される所の「三次元」は，「実体のある人物」ということではない。例

えばアイドルは実在する人格であるが，これを「三次元の嫁」とは呼ばない。なんとなれば，

特殊なケースを除けばアイドルとの接触は「アイドル」として演じている時に限られ，プラ

イベートとは隔絶されているからである。

６） 例えば，稲沢夏まつりのオーディションから誕生した「LOVE♥ INA30（ラヴィーナサー

ティ）」は，公式ホームページの説明によれば，「稲沢夏まつり実行委員会が 「地産地消」をテー

マに企画や募集からオーディションまで手掛けました。地元のアイドルグループが，地元を

アピールして地元を盛り上げる 「地域密着型」の活動により 「ご当地アイドル」ならではの身

近な存在として応援して頂き，「いなッピー」とともに地元稲沢の活性化の一助となること

を目標として結成されました。」とある。
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７） このような手法は，90年代初頭に，ミュージカル「けろけろちゃいむ」「水色時代」などで，

一部の役者にアニメで声を担当する声優をそのまま起用したことに見られるが，大規模に

この手法を取り入れたのは，おそらくゲーム「サクラ大戦」であろう。サクラ大戦は 1997年

にセガより発売されたゲームで，発案者の当初からマルチメディア展開を意識しており，同

年に「サクラ大戦歌謡ショウ」と銘打つイベントが開催されたが，キャストは全て担当声優

というものであった。これは年々大規模になり，2006年まで毎年開催された。
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３．老舗商店主に対する聞き取り調査（オーラルヒストリー）の結果

岡本　肇（中部大学中部高等学術研究所講師）

（１）		調査の概要

平成25年12月９日，主に老舗商店主に対する聞き取り調査（オーラルヒストリー）
を行った。

今回の聞き取り調査の大きな目的は，調査内容の結果を，

①  地域の資源の発掘
②  まちづくりのアイデア抽出
③  まちづくりの担い手の発掘

の３点に活かすことである。
聞き取り調査の特徴は，二水会のメンバーと商店主たちとの対話形式で行い，実

態把握だけでなく今後のアイデア等も意見交換の中で掘り出していくところにある。
二水会からは，水野，羽後，岡本，加藤，上田（途中退出）が参加，商店街側からは，

山口氏（写真屋），足立氏（花屋），川辺氏（製麺業），梁川氏（たこ焼き屋），宮島氏（呉
服店），池本氏（うどん屋），野田氏（美容院）が出席した。

具体的な進め方として，二水会側からまず商店主一人ひとりに対して以下のよう
な質問項目を出し回答してもらった。

ⅰ. なぜこの町でお店をはじめたのか
ⅱ. この町の好きな場所は
ⅲ. お店の人気商品は
ⅳ. 今後このまちがどのようになっていってほしいか

その後，この質問項目への回答を足掛かりにし，大きく

１）商店主が語るそれぞれのお店の歴史，人気商品，
２）商店主が認識する商店街の課題，
３）過去の商店街の様子，
４）商店街の好きな場所，
５）これからのまちづくりの方向性，提案，アイデア

に関する内容を聞き出した。
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（２）		聞き取り調査の結果

１）	 商店主が語るそれぞれのお店の歴史，人気商品

①　写真のヤマグチ（山口氏）
山口氏： 僕は商店街の真ん中のあたりに住んでいる，写真のヤマグチと申します。写真館

でカメラ用品の販売をやっていて，僕は２代目，先代の父が始めたということで，

今年で創業50年です。

　羽後： 先代が始めて 50年前というと･･･。

山口氏： 昭和35年ぐらいです。そのときはまだ商店街みたいになっていなくて，この辺の市

がつくった共同商業施設があって，その始まりのところに入ったのが始まりです。

その前もちょこちょこと今の宮田うどんさんの辺とかで小さい店を借りて転々と

しながら，最後に今の場所に移りました。

　羽後： 今の勝川の通りはできていましたか？

山口氏： 通りはできていました。通りはもっと前にあって，（国道19号）バイパスの向こう

に料亭がありまして，勝川でおりてみんながそこに遊びに行くみたいなところでし

たね。そんな感じで始まった写真館です。

　岡本  : 市の共同商業施設というのはどのあたりにありましたか？

山口氏： 今住んでいるところです。４店舗の２階建てで，今よりも丈夫な鉄筋コンクリート

でした。壁を１回つぶしたんですけど，壁に穴をあけたときに大工さんが「これは

すごい壁だね」と言って，２日か３日かけて穴をあけたぐらいのかたい壁でした。

　加藤： 今日いらっしゃった方のほとんどはお店を始められて 50年，60年ですね。

山口氏： 建物が同じ時期に建ったので，そのときに入居したので。

　加藤： その当時に比べると，残っている商店主の方が少なくなっていますか。

山口氏： そのときと比べると，うちと魚魚屋さんだけだね。あとは靴屋さんがあって時計屋

さんがあったんだけど，その４店舗のうち２軒は抜けたもんだから。その抜けた２

軒に，うちが幅を減らして，また増やしてという形。真ん中に靴屋さんがあったけ

ど，そこはまた人に貸すということになったりとかして。

　羽後： 昔から好きな自慢の場所はどこですか？

山口氏： 路地ですね。メインがここでしょう。そこから一歩入った路地の裏道が好き。自分

だけしか知らない道を探すのが好きだからね。ここでも僕しか知らない道がある

んです。○○さんのどぶのところのあたりとかね。要は，やっぱりさっき言ったよ

うなことと一緒なんだけど，車じゃなくて，時速４キロぐらいで歩く距離の目線っ

て大事。しかも，車じゃなくて目の視線で見ていると，やっぱり地面の石も見える。

ここで生きてきた人間としては地元の細部が好きなわけです。どこかの町に出歩
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いていって見た新鮮な景色じゃなくて，見なれているけれどもよく見ると「あっ！」

という発見。

　羽後： 山口さんのところの人気商品は何ですか？

山口氏： うちは真面目なところでは証明写真。うちの証明写真で受験すると受かるというね。

他ではうちの猫様たちが，うちの宣伝PRで，毎日看板としてウインドーに立って

いるんですよね。布団がウインドーにあるんですが，そこでいつも寝ています。う

れしいのは，こっちがウインドーの奥で仕事をしながら見ていると，通りがかりの

サラリーマンとかが苦虫をつぶしたような顔で歩いてくるのですが，うちの店の前

の布団の上で寝ている猫を見て，にこっとした顔をしていく。それがうれしくてね。

あとは，「いたいた！」とか。朝，お母さんと手をつないでいる幼稚園の子供が，「あ，

今日は猫がいない」とかね。

　羽後： 猫が一つの看板娘なんですね。

山口氏： 個人個人の生活の，ここを通るお決まりの目線というか，それが言葉に出して聞

こえるので，それはおもしろい。息づかいを感じるので，それは人気商品じゃない

けど，うちの猫店長が人気人材ですわね。

　羽後： 昔は幼稚園や小学校の卒業とか，写真屋さんがずっと成長を見てくれているわけ

ですよ。そういうストーリーというのは，今はどうなんですか。

山口氏： 今でもあります。

　羽後： やはり。だから何かもう少しそんな関係のよさみたいなものを出すことができれば。

写真屋さんとの一生のおつき合いとか。写真屋さんが一番いいスポットを知って

くれているわけですよ。私なんかが何年かに一遍行くと，こういう感じとかいうこ

とで，すごく温かい空間とか，そういう懐かしい関係というものが今また，一方で

は大事に思われているけど，一方ではだんだんみんな自分のパソコンで印刷とかで，

どうなのかなと思って。

山口氏： リピーターというか，例えば窓口がうちで初め出会った人は結構長いですよ。も

う 20年30年ずっと毎年という人もあるし。例えば，子供写真館とかでデジカメで

ぱちぱちといっぱい撮って，どうぞ選んでという環境が，今写真館の業界ではある

んですね。撮る人は撮るんだけど，選ぶのはあなたですよという状況が今あるん

だけど，うちはそれと違う方向でやっているから，例えば，そんないろんなポーズ

もとりませんし，これだと決めてこまごまとやって撮って，「どうしたらいいです

か」と。「もう仕上げてお渡しの電話をしますので」と言うと，「えっ，選ばないの」，

「こっちで選びますから」と。いいのは大体わかりますので。このように古い感じ

でやっていますが，それがうちでやっている人気商品ですよ。

②　花久（足立氏）
足立氏： 私は，ここから斜め 50メートルぐらい行きまして，花久という屋号で花屋をやっ
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ています。花屋という商売を始めたのは私の父ですが，実は私どもはできて 60年

ぐらいで，最初のころは花屋という業種は世の中になくて，花屋では商売ができ

なくてうちは雑貨屋をやっておりました。まあ，金物屋さんですね。その端っこで

花を売っていた。私の祖父がお花の先生をやっていたので，そんな関係で父もお

花を勉強して，それが小売になったのが昭和30年ぐらいです。そういう形で，私

も父の背中を見て商売を始めたというところです。

　羽後： 花の先生というのは，いわゆる生け花ですか。

足立氏： そうですね。今でいう池坊ですわ。うちの父が今の池坊専永と同期だそうですけど，

昔は華道というのは結構嫁入り道具の一つみたいな感じで，若い方がお花を勉強

されて嫁いでいかれたというところがあったんです。今はそういうふうではないで

すから，最初のころから比べると随分お花というのも形を変えていて，徐々に生活

のほうに入ってきたかなとは思いますけど，最初のころは限られた方がやっていた

ということですかね。

　羽後：　雑貨屋の中身って，今でいう雑貨屋は生活雑貨ですが，金物屋さんですよね。

足立氏： もちを焼く網とか，うちは金物屋というやつですね。

③　川辺商店（川辺氏）
川辺氏： 私は，商店街よりちょっと路地を入ったところで，屋号は川辺商店という，製麺，

要は小麦粉をこねて麺にすることと，米の販売を。今はなかなか麺と米をちょう

ど半々ぐらいでやっているところが少なくて，同じ食糧管理法の流れからいうと，

米屋でありながらうどんもやっている，またうどん屋でありながら米も一部やって

いるというような形態でおります。現時点でいえば，ちょうど半々ぐらいの感じで

うどんと米をやっているんですね。私の親から受け継いで，私が３つ４つのころ

からで，もう今は私も67歳ですので，63年ぐらいやっているというような状況です。

 　たまたま６年ぐらい前から商店街の理事長を引き受けて，今現在やっています。

しかし前理事長が下のナガナワ時計店さんで，やはり同級生ということで，「商店

街の副のほうを，なるべく出てきてほしいけれども，出られなければ……」という

ようなことで，ちょっと名前を貸してくれというような感じでずっとおつき合いし

ていたのが，どういういきさつか，バトンタッチをするときに，たまたまうちも子供

が戻ってくるということがはっきりしたことが理由で，それならばとりあえず理事

長をやってくれよと。こういうところにふさわしい人がいるんだけど，要は橋渡し

というようなことで，１期ぐらいだろうと思っていたのが，もう３期目に入ってし

まったということです。

 　ただ，100％小売じゃないもんだから，業種的には自分で外へ行って営業をする

ような業種なんですよね。だから，自分のところだけを考えるのと，商店街を考え

るということになると，少し違っているような気がするんです。しかし今現在，非
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常に苦戦していることは確かです。今はほとんどお客さんが店へ来てくれなくなっ

た。もう撃滅というぐらい。ただ，たまたまお歳暮とかお中元の時期は，まだちょっ

と人が来ていただける。川辺麺という名前で麺を送りに来てくれるということで，

この 12月はちょっと潤っていますけれども，これがまた１月になれば，本当に閑古

鳥が鳴くぐらい静かになります。

　羽後： 直接お店に行くことは？

川辺氏： 小売もやっているんですが，「ここで小売やってるの？」という言い方で入ってみえ

る新しいお客さんがいるんです。だから，店自体をもうちょっと小売のような形態

にするために，うちの家族からいうと，もっと商店街へ出店したらどうだというこ

とは，やはりもう十年来言っています。ここではちょっと引っ込んでいるから，通

りに出たらどうだということで。

　羽後： 今はもうお米はない。

川辺氏： やっていますよ。売上的にいえば，お米のほうがうんと多いです。麺を１万円売ろ

うと思ったら恐ろしい量になるんですが，お米ですと 10キロ入り３本ぐらいで１

万円になってしまうので，売上的には米のほうがいい。やはり全国的に昔からのお

米屋さんはことごとく廃業で，酒屋さんと同じような感じでどんどん閉められて

いく。うちは，御飯を炊いてやることを，これも20年ぐらい前からやり出しまして，

これがあるから，今言うように，節分のときの丸かぶりの炊飯の御飯だとか，みん

なが遊んでいるときのお寿司の御飯を毎日炊いて，365日そういう仕事をしていま

す。これも，どんどん右肩上がりかというと届け先が思ったほど伸びていないので，

今のアベノミクスなんかみじんも感じないぐらい，今のところ苦戦しています。う

ちも先代からやっています。

　羽後： 川辺さんのところは，人気商品というのは何なんですか。

川辺氏： 今は例の名古屋名物という感じで味噌煮込みのうどんが。ちょうど通販というか，

今年は郵便局が取り上げてくれたもんでね。だから，尾張地区で郵便局が全部で

80店舗ぐらいあるのかな。１月いっぱいぐらいだから，毎日50から 100個ぐらい，

送るものの注文が今舞い込んでいる。

　羽後： それは売りですね。商店街の宝の一つですよね。

川辺氏： 安いから売れるのかよくわからないけど。

　羽後： 味噌煮込みのうどんは乾麺ですか。

川辺氏： 生です。要はエージレスを入れて日もちするようにして，１カ月もつということで。

非常にありがたい。

 　この間，明子クリニックの小栗さんという女性と一緒に回ったの。そうしたら，

一言挨拶してくれと言ったから，「私はオギャーと生まれて勝川に住んどるもんで，

うちも長男，長女とお父さんに取り上げてもらっとるもんで」と言ったら，自分も

川辺さんの麺を小さいときから食べとったと上手なことを言ってくれたわけ。そ
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うしたら，自分の知り合いのお歳暮を10軒ばかり送るようにファックスを流すと言っ

ておったで，ありがたいなと思って。

④　勝っちゃたこ（梁川氏） 
梁川氏： 私はたこ焼き屋をやっております。まだ勝川へ来て 10年そこそこです。皆さん

方のような２代目３代目で 50年60年ということとは全く違いまして，勝川へ来て

10年。年は一番上だけれども，一番新参です。この仕事をやる前は，玩具店をやっ

ておりまして，それが法的整理になりましたもんですから，行くあてがなくて，そ

のときに，勝川が非常に元気があるということでここへ流れ着きまして，今の商売

を始めました。

 　おもちゃ屋のときも商店街活動をやっていたもんですから，こういうところにお

邪魔したんですけれども，非常に立派な商店街で，歴史もあって，毎週月曜日の会

合にはその流れでお邪魔させてもらっております。勝川には，伝統と厚みと深さ，

いろいろあるがゆえの悩みもあるということは僕なりに感じております。

　岡本： おもちゃ屋さんは，もともとどちらでやられていたんですか。

梁川氏： 鳥居松です。

　羽後： では，御自宅というか，お育ちになったのは，むしろ鳥居松。

梁川氏： 僕は，生まれは名古屋です。

　羽後： お名前は。

川辺氏： お父さんからおもちゃ屋をやり出したのですか。自分が起業したわけですか。

梁川氏： 前にポリランドというチェーン店があったんだわね。ローカルだったんだけれども，

そこが売りに出まして，うちの親がパチンコをやっておったもんですから，そのパ

チンコマネーで。それも前に法的整理になって，うちにおもちゃ屋を買わんかとい

う話があったもんですから，それで買って私が入り込んだといういきさつです。

　羽後： では，10年前まではおもちゃ屋さんをお父さんがやっておられた。

梁川氏： いえいえ，そこは最初から僕が入りました。その前は豊田市でコンクリートの仕事

をしていましたもんですから，物販業というのはやったことがなくて。何トンとい

う仕事をやっていまして，ここへ来たら小さなやつになってレジをがちゃがちゃや

らなあかんもんだから，何のことかさっぱりわからなくて。

 　ただ，商売という中で，物を仕入れて売ってということで商売は銭もうけという

既成概念を持っていましたが，商会所その他にいろいろと出入りさせてもらって，

理論があって，方法があって，何といいますか，当時チェーンストアというアメリカ

のやり方が日本に入ってくるということで，そういうところの勉強会へ行ったりな

んかして，当時ゼミナールがよくはやったもんですからあちこち行ったりして，商

会所も出入りしたりして，商店街活動もして，商売というものは，並べて売るんじゃ

なくてやり方がある，理論がある，ベースがある，マーケティング，マーチャンダイ

羽　後　静　子　・　岡　本　　肇　・　川　田　　健

― 142 ―



ジング，マネジメントといろいろあるということを知りまして，あちこちへよく勉

強に行きました。

 　それで商店街のことを覚えて，僕は犬山の駅前商店街の育ちだもんで，そういう

ことに対して非常に親近感があった。

　羽後： 今お幾つでいらっしゃいますか。

梁川氏： 昭和17年生まれで，来年厄になります。午年です。

　羽後： では，10年前に鳥居松からこちらに来て，たこ焼き屋をされているということです

ね。10年前までは向こうでおもちゃ屋。

梁川氏： そうそう。向こうで商店街活動をやっておって，たこ焼きをやっておる友達がおっ

たんです。それで，今は息子と２人暮らしですが，家族はないようなもんだから，

自分だけ食えればいいもんだから，もう年だし，細々と楽しみながらやっています。

　羽後： 本当においしくて，学生たちも，いつもここに来ると言っています。

　羽後： 柳川さんのところのお店の人気商品は何ですか。

梁川氏： うちは紙芝居。

　羽後： 紙芝居は，手づくりでつくったりしておられますけど，あの製品はどこから。

梁川氏： 市の図書館にアンパンマンはいっぱいあるし，かぐや姫とかの日本昔話もあるしが

あれは著作権があって映せんのだわね。そういうこともあって，勝川で有名な「十

五の森」とか徳川家康の話とかをまとめていただいて，あれは１作つくるのに１年

かかるんですよ。それはテレビで映せるので。

　羽後： オリジナルでつくられて。

梁川氏： あれも楽しいですよ。真剣に３本やると，どっと疲れる。

　羽後： 「十五の森」なんて，泣いちゃいますよね。

梁川氏： 先生にも聞いていただきましたか。今，大弘法様を主題にした３作目を頼んどる

けど，なかなかできんけどね。

⑤　糸美屋呉服店（宮島氏）
宮島氏： 僕は糸美屋呉服店で働いております。

 うちの店は，親父が勝川に来て今年で 50年目になります。その前は多治見で開業し

ていますので，創業は 68年になります。親父が 20代のころに来たときは，やはり多治

見の田舎よりはこちらのほうが人が集まるので，こちらで始めたと聞いています。し

ばらく多治見本店と勝川店という形でやっていたんですけど，今はうちの店だけです。

　羽後： お店は新しくされたりしていますか。50年前からずっとお店はあそこですか。

宮島氏： はい。もともとは今のお店の半分の大きさしかなかったんですが，たまたま隣の時

計屋さんが廃業されたので，今は店舗としての面積は倍になりました。

　岡本： 呉服店を取り巻く環境というのはどんな感じですか。あまりかかわることがない

業種なので。
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宮島氏： めちゃくちゃ厳しいですよ。もう斜陽産業と言ってもいいぐらい厳しいので，毎日

必死に頑張っているところです。

　羽後： 着物の頑張り方というのは，広報だけですか。

宮島氏： 要は，仕事の内容が変わってきますね。単なる物販，流通では生き残れないので，

取り扱いの取引先とか，専門知識や，いろいろと守備範囲を広くせざるをえない。

わかりやすく言えば，レンタル，メンテナンスと，いろいろサービス業的なものを

含んでやっています。

　羽後： 旧顧客の方とか，今までずっとしてきた方とのおつき合いというのは長いわけで

しょう。呉服屋さんというのは代々そこで。

宮島氏： 言うほど今はそんな時代ではないですけど。

　羽後： 一番の人気商品というのは。

　宮島： うちは製造業じゃないので，人気商品と言われても･･･。

　羽後： でも，夏はやっぱり浴衣とか，そういう話になりますよね。下駄とか。

宮島氏： いや，今どき浴衣では食っていけないですよ。僕らは大手がやらないことを常に考

えていますから。夏専用の着物って御存じじゃないですよね。

　羽後： 絽の話ですか。

宮島氏： ええ，絽とか紗とか，そういう世界が実際あるんですよ。マニアックなものとか，

そういうものもありますし。

　羽後： 特にこれがというようなことではないわけですか。

宮島氏： うちは専門店なんですが，特にこれが本当に特化しているというものは実はないん

です。町の着物屋さんというのは，いろんなニーズがあるので，大体どれにでも対

応できるような，そういう現実的な部分でやっているんです。振袖だけに特化する

とか，浴衣だけに特化するとか，ありますけど，うちはそういうふうにあまり特化

していないですね。

　羽後： 着物は単価も高いので大丈夫なのかなという感じはしますけど，この地域の人た

ちはまだまだ着物を。

宮島氏： いやいや，そういう意味じゃないです。今たまたまうちが店をやれているのは，よ

そのお店がどんどん閉店していっているから。

　羽後： それは，すごい強みというか，やっぱり顧客というか。

宮島氏： 行きつけの店がつぶれちゃって，これに困っているんだわとか，そういう感じもあ

りますね。

　羽後： やっぱりそれは 50年の歴史の。

宮島氏： いやいや，それは歴史はあまり関係ないと思います。

　羽後： 高い着物の価値は怖くてわからないので 20年30年のおつき合いで地元の信頼関

係がないといけませんよね。

宮島氏： 僕はチェーン店でも働いていたのであれですけど，要は，地元の店はヤバいことっ
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て絶対にできないじゃないですか。ああいうチェーン店とかだと，売った者勝ちみ

たいな，そういう接客があるんですが，それはちょっと間違っていますよね。やっ

ぱり 20年ぶりに来るお客さんもいますし。

　羽後： そうです。やっぱり着物って一生使えるわけでしょう。振袖を切ったりとか，ちょっ

としみ抜きとか，いろんな意味でメンテナンスもまた大事なので。

宮島氏： 結局，うちの親父たちの世代が散々売り尽くしちゃったんですよね。羽後先生ぐら

いの年代の方は，たくさんたんすに持ってみえて，それを活用し切れていない。た

んすの肥やしがいっぱい全国にあふれているんです。その娘さんたちに，その文化

が継承されていないんです。これをどうしたらいいんだろう，もう捨てるしかない

かしら，そういうような御相談があって，新しいものはもう売れない。ただたんす

にあるものを，着物って洋服と違って使い捨てるものではないので，また反物に戻

して仕立て直して，サイズを直して裏地や八掛を交換してお嬢さんにというサー

ビスをします。

　羽後： ですよね。本当に一生物ですもんね。一生だけじゃなく２代３代続きますもんね。

宮島氏： いい品質じゃなければそれはできませんけど。

 昭和のころは，幼稚園の子たちやそのお母さんたちがうちで浴衣とかを買ってくだ

さっていましたけど，今はもうそういうことはほとんどないですね。

⑥　池本氏
池本氏： 私は３代目です。勝川の町で 90年ですね。

　羽後： では一番古いじゃないですか。大体50 ～ 60年だと。

池本氏： そうですか。場所は，前はやまひこのところにありました。あそこでおじいさんが

来てやって，親父が２代目で，私が３代目。90年ですね。うちの親父はあまり体

が丈夫なほうじゃなかったので，中学校ぐらいから店を手伝ってうどんをつくって

いました。

　羽後： 最初からうどん一本。

池本氏： そうですね。うどん，きしめん，そばと全部やっていますけど，中学校ぐらいから

とりあえずうどんをこねろということから始まっています。でも，昔は店を手伝う

のが当たり前でしたよね。はし袋にはしを入れたり，川辺さんのところからうどん

をとったこともあったし。

⑦　ウェップヘアー（野田氏）
野田氏： この通りの美容室です。８月16日からオープンしております，ウェップヘアーの代

表の野田です。

　羽後： もともと勝川との関係というのはあったんですか。実家とか，親がとか，父がとか，

そういう話は。
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野田氏： 関係は，結婚していまして，主人の住んでいたところが勝川地区の妙慶町というと

ころなんです。そこが出身ではないんですけど，そこに何年か住んでいたというこ

とがあります。あと，自分も結婚後に勝川の２丁目に住んでいまして，ここの商店

街は好きなお店もあったので，今はないんですけど，そこのお店に行きたいがため

に何かと通っていたときもあったので。あと，今春日井市内で３店舗目を出したん

ですが，自分の中で勝川というところがおもしろい地区だなと感じていたので，次

に出すんだったら勝川地区だなと思っていて，それで出しました。

　羽後： 物を売るお店じゃなくてサービスのお店なんですけど，閑散としているところでも，

やっぱりそこに人が来るということで商売できるんですか。

野田氏： うちの場合は，ふだんの営業に関しては，お店は３店舗あるので，そこの中で実際

同じお客様が動いたりとかしているので，ここの通りを歩いている方たちにアプ

ローチしているというのは今のところありません。今は自分の顧客がいるので，現

状ではここが閑散としていても集客はある状態なんです。ただ，今後は，ここを歩

いている人，あるいは弘法市で歩いているお客様が，実際にうちの店を見て来てく

れるというところももちろん必要な部分ですので，もちろん祭りが盛んになること

は大事なことです。

　羽後： 逆に，美容室に顧客の方が来たときに，帰りに商店街を歩くという，そういうこと

ですよね。舞台としては非常に歴史的ないい場所なので，二つおいしいじゃないけ

ど，来たついでにいろいろ遊べると。

野田氏： そうですね。自分が違う店にいるときに，勝川の商店街にお店を出しましたと説

明する際に，もうここは知名度があるということは自分で体験していますので，お

話もこの場所に誘導しやすいですし，この町自体のおもしろさというのも言葉で

はっきり伝えられるので，最初お客様がここに来たときに，この後にぜひ歩いてこ

のお店を見てくださいと。柳川さんなんて通常でサンタの格好をしているので，お

もしろいですよね。

　羽後： 人気商品というか売りはなんですか。春日井市は美容院の激戦区ですよね。春日

井全体がそうで，勝川も多分激戦地区で，全体のレベルも高いし，お店が多い分プ

ラスでもあるし，どうなんですか。

野田氏： 激戦地区になぜ出したと相当言われるんですけど，実は全然気にしていなくて，激

戦地区だから出そうじゃないかと。切磋琢磨していけばいい。実際に２軒隣には

美容室がありまして，そこの店長さんもやはり私と同じキーワードをおっしゃって

くださって，切磋琢磨してやりましょうというような感じ。

　羽後： 山口さんのところみたいに，美容院も，昔から行っている行きつけの美容院と，も

う少しおしゃれな店舗へ人間的な魅力で遠くからでも来るみたいなものがある。

今顧客とおっしゃっていましたけれども，そういうところと二つあって，新しく出

されてこれからどういう関係を目指すんですか。
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野田氏： やっぱりお客様は人につくので，それでいいと思います。だから，個性がある美容

師さんにお客様はひかれると思うので，決して値段を安くしたらそこの店に来る

というわけではなく，人が人を呼ぶという考えで，うちはそういうふうにやってい

ます。

２）	 商店主が認識する商店街の課題

・ ２，３代前の過去の財産を元に副業（駐車場経営，アパート経営）で稼いでい
る人がいる。それで食っていけるので本業に一生懸命注がない。（川辺）

・ 勝川は元気のあるほうだけれども非常に低レベルの元気のあるほう。（梁川）

・ 商店街振興組合に入るメリットがなくなってきている。
・ 昔は商店街振興組合員が 80軒あったが今は 50軒ぐらい。新しく来た人に入

会の声をかけるが入るのは５割くらい。組合費が他よりも高い（防犯カメラ，
街路灯，事務所（地代）の維持費を入れると月7,000円くらい）のもその要因の
一つ。また商店主は個性が強い一匹狼的な人が多いのも要因。

・ 他の商店街とも同じように商店主同士の仲がいいとは言えない。
・ 弘法市を月一でやっているが，商店街として稼げる事業が存在しない。商店

街活性化に回せる原資が必要。
 　また弘法市には人がどっと来るけど，終わったらだれも来ない。それは，

お客さんから言うと，買うものがない，魅力的な店がない，見るべきものがな
い，回遊する楽しみがない。

・ 弘法市をもともと始めたのはブランディングをするために始まっているわけ
だけれども，ちょっと最近の弘法市はあんまりよくない。

・ 弘法市をちょっとリニューアルなり，がらっと変えるのは難しいけど，ちょっ
と挑戦的に変えていかないと，自然に消されてしまうというところもある。

・ 商店街で駐車場経営をやっていたが，補助金がストップした。
・ 平成10年前後からだんだん景気が下がってきた。そうすると，それでも商店

街がやってこれたのは今までのストックがあったもんで何とかやってこれた。
だけど最近はだんだんストックが尽き始めてくるもんだから，そうすると，土
地を売ったり，あそこを売ったりして，食いつないでいく。だけど，そういう
ことで本当にいいのかなと思っちゃう。

・ この時代で設備投資してしまうと，まさに自分の首を絞めてしまう。だから，
今商店街で残っておる店を見ると，ほとんど店を触っていない。新しくどこ
かへ店を出したとか，改装したなんていう店はまずない。だから，商店街と
してやれるのは新しいところから来る人を呼び込むことぐらい。
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・ 足立病院さんとか勝川幼稚園とか，それなりの集客施設はあるが，消費者の経
済活動が地元の商店街じゃなしにショッピングセンターに向いている。あとは
ネットで買い物とか。

・ 僕らは毎週のように会っているので，大分親しくいろいろお互いがわかる。
でも，商店街になじみのない人とか新しい住民の人とかは，「勝川で一番古い
店はどこなの」と，美濃屋さんのことを知らなかったり，水徳さんのことを知
らなかったり，「すいとくさんです」とか言い出す始末。「理事長は誰なの」と，
川辺さんのことを全然知らなかったり，とにかく個々のことを僕らがどれだ
けアピールできていないか，それを痛感します。弘法市を百何十回やったと
ころで商店が全然伝わっていない，これが一番のだめなところです。（宮島）

３）	 過去の商店街の様子

・ 肉も魚も金物もうどん屋もと，そのころは一通り業種のバランスがとれていた。
本屋，文房具屋，レコード屋，靴屋，置屋，ビリヤード場等も。

・ 群役所があったので料理屋が３つくらいあり，池本氏の店のすぐ横に芸者の
置屋があった。

４）	 商店街の好きな場所

・ 駅があり電車が見える。（川辺氏の孫）

・ マンションが幾つか建っているところ（春日井市では勝川ぐらい）。（川辺氏）

・ 弘法様。（川辺氏）

・ 路地が好き。歩くスピードの目線って大事。地面の石も見えるし。ここで生
きてきた人間としては地元の細部が好き。どこかの町に出歩いていって見た
新鮮な景色じゃなくて，見なれているけれどもよく見ると「あっ！」という発
見が好きで，そうするとやっぱり路地がおもしろい。勝っちゃたこさんの手
前の路地とか。（山口）

・ メインの通りが好き。この通りの用途はマルチで，ここは，道路でありなが
ら広場であって，社交場であって，駐車場であって，そういう多目的空間なん
です。（梁川）

・ 古くて新しいというのか，僕らみたいな年寄りには懐かしく，若い人にとっ
ては新鮮，これが勝川の一つの重要なヒントじゃないかなと思う。（梁川）
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５）	 これからのまちづくりの方向性，提案，アイデア

・ メインの通りは道路でありながら広場であって，社交場であって，駐車場であっ
て，そういう多目的空間なんです。これが勝川の非常にいいところで，今後の
まちづくりの御提案の中にぜひ入れてほしいのは，そういう要素を生かすや
り方。（梁川）

・ 古くて新しいというのか，僕らみたいな年寄りには懐かしく，若い人にとっ
ては新鮮，これが勝川の一つの重要なヒントじゃないかなと思う。（梁川）

・ 視点をもう少し変えて，町という考えの中で商店街という位置づけを考える
べきである。町というのが何かというと，老若男女，障害者，外国人，病人，車
椅子の人，こういう人たちが動いておるわけ。町を主体に置いた中で商店街
の位置づけ，役割をもう少し探求していくと，ああいうGMSとは全く違う商
店街というのが浮いて出てきて，散策して楽しい，買い物以外でも楽しい商
店街になる。

 　勝川は生活感のあるような，歴史があるような，由緒のあるような，そうい
うものを起こしていけば。というのは，新しいものを入れるんじゃなくて，あ
るものを生かす。僕らがふだん見過ごしておるものも，例えば東京からみえ
た先生とかが見ると全然視点が違うと思う。そういうところから見て，これ
が使えるというものを生かしていくというのが，僕はこれからのショッピン
グセンターと違うまちづくりの起点じゃないかなと思う。（梁川）

・ 何かを売ることに頑張るよりも，むしろツーリズムの観光スポットみたいな，
ある歴史的なものとか，何かおもしろい昔のものを宣伝することによって人
が流れるみたいな。（羽後）

・ 古い家があるもんだから，古い生活用品，昔の臼とか杵とかたんすとか，いろ
んな道具があるじゃないですか。それを表へ出して，あちこちで見せる。そ
うすると，年寄りは「おお，懐かしいな」と言う。若い人は「へえー」と言う。（梁

川）

・ 周辺地域の寺社の魅力を活かす。（梁川）

・ 野田さんの美容院に遠くから来た人が，帰りに山口さんのところにも寄って
写真を撮るとか，川辺さんのところにも寄るとか，そういう同じ人を共有す
るというか重層的にネットワークする。今日はうどんを買いに行った帰りに
美容室に行くというふうになると，勝川に来ることの意味が２倍３倍になる。

（羽後）

・ 中部大学のスクールバスって，前は春日井駅から出ておったでしょう。それ
が向こうへ移っちゃったじゃないですか。あれは勝川にならんですか。（梁川）
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・ 私も，毎日が日曜日のような，人通りのある町になってもらいたいなと思う。
弘法市はすごいけど明くる日は閑古鳥が鳴いているんじゃなくて，明くる日
も弘法市のように人が出てくれるというのが，やっぱり人をひきつける何か
の魅力を。

・ やっぱり昔ながらの路地とかああいう空間はいいなという話で，そこはすぐ
やれるところで何か仕掛けができるかなという気はしますね。私はもともと
専門が建築とか都市のハードの面ですので，路地を生かしながら，例えば，
最初は路地に名前をつけてみたりとか，そういうようなワークショップをやっ
てみたりとか，そういうところから一つ一つ町のいいところを探し出すこと
ができるのかなと。あるいは，その路地に絡んだようなイベントとか。（岡本）

・ あと，さっきも路地の話が出たけど，路地にちょっと飲食店でもできるとい
いなと思って。飲み屋さんが１軒２軒ね。（川辺）

・ 会費な。みんなもう限度だでな。とりあえず例の１万円というやつは，とっ
ぱらったらどうだ。（川辺）

・ 飲食ばっかりを向こうへ持っていくのを，１回，２回，３回で終わるんじゃな
くて，ちょっと続けて我慢してやらせると，通りの 300メートル全体がもう
ちょっと変わってくるかもわからない。（川辺）

・ 今はこっちから詰めておるやり方だけど，向こうから詰めるやり方をやると
どうだろう。駅前があいていても，どうだろう。そういうやり方も一つ，やっ
ぱり同じ組合員だったら全体のことを考えてやらないと。（川辺）

・ やっぱり町としてどうのこうのというより，個々の店がきちっと商売をやる
ことが本当に肝心ですもんね。だから，町全体から見れば，あれがいいとかこ
れが悪いとかいう話になるけど，じゃあ，おまえのところの商売はどうなんだ
という話になると，途端に口が重たくなってしまうので。（水野）

・ やはり人が集まるような商店街。要は，人が来てくれるというね。弘法市の
ようなことを，毎日ああいうぐらいの人が来られるような何か魅力というか，
何でもいいけどふらっと歩いてくれるような商店街にしたいですよね。やっ
ぱり人が来なければね。（川辺）

・ 勝川って昼間人口がないんですよね。だから，昼間に人が集まれるような施
設みたいなものが本当はあるといいんだけどね。（水野）

・ 「勝川駅前通商店街」というそのものをパッケージとかブランドにできないで
すかね。勝川商店街ギフトみたいな。私なんかは，実家も九州だし，住んでい
たのも東京だったりすると，外の人に何かここのおいしいものを送りたいん
ですよね。アピタに行ってお歳暮とかになると，決まった全国どこでも一緒み
たいなものはいっぱい出ているけど，何かおいしいものとか，ここの特産物と
か。私なんか，今商店街のことをやっているといろんな人に言っているので，
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ここの商店街ギフトみたいなものがあれば，それをあちこちに送れるし，中部
大学の中でも，みんなやっぱり，お歳暮をしなきゃとか何かやろうという人
はいっぱいいると思うんですよね。（羽後）

・ ふるさと税を払ったら，そこの地域の特産物がいっぱい来るというのでね。
ああいう売り方ですよね。私，商店街というのはブランドになると思うんで
す。商店街って，もともとのイメージが非常にいいですよね。新鮮な手づく
り豆腐とか，うどんとか，何かそういうものがあるんじゃないか。（羽後）

・ 名前に「勝」というのがついているのはいいよね。そのイメージをパッケージ
化に利用する。（川辺）

・ 勝川の技術家集団にして，そういうグループをつくって，技術屋さんばっかり
集めてそういうサークルをつくってさ。（水野）

・ 商店街の各商品を土産として１個にまとめて，勝川で何かお土産はないかな
というときに，おもちゃのびっくり箱にいろいろ入っていますわという，そう
いう箱の中にいろんなものがあったらおもしろいじゃないですか。例えば，
和菓子屋さんのまんじゅうが１個入っていて，駄菓子屋さんが３軒あったら，
３軒分のやつが１個ずつ入ってとかさ。おもちゃの缶詰的な発想ね。おもし
ろいんじゃないですかね。（山口）

・ 商店街で生き残っていこうと思うと，やっぱり製造販売じゃないと，なかなか
これからはきついと思う。だから，同じことであっても，ちょっとここは違っ
て技術があるとかね。そういう何かがないと，単にスーパーと同じものだと，
値段ではもう負けるに決まっていますからね。

・ ５年10年と，メンテナンスも含めた技術を買って，それをずっと維持できる
関係があるということが，消費者にとっては安心ですよね。自転車にしたっ
て着物にしたって，そういう意味では，そういう持続可能なおつき合いみたい
なことを売る。（羽後）

・ やっぱり決断するのはマーケットだもんですから。要するに，いっぱい技術を
売ると言っても，マーケットに支持されなければそれで終わってしまうので，
そこの見きわめをどういうふうにそろえていくかということですよね。（水野）

・ 僕は，福井さんにしても山口さんにしても，そこのお店の一番の売りという
のは人柄だと思っているんですよ。福井さんの寡黙だけどすごく丁寧で「あ
あ，それはただでやっちゃうよ」みたいなところや，山口さんの思い入れの強
い飛び切りの１枚だったりとか，そういうのというのは，ほかのお店と比べ
ようがないですもんね。なので，僕は山口さんや福井さんのお店のことはす
ごく価値があるお店だというのを知っているんですが，多分一般の人たちに
はわからないんですよね。（宮島）

・ 方法論としては，私は「まちゼミ」が一番いいと思うんですね。あの考え方と
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いうのは宮ちゃんも一緒にやったのでわかるだろうけど，あの考え方でみん
ながみんなやってくれると。（水野）

・ もうちょっとライトな考え方でいいと思うんですけどね。それこそ多分コラ
ボとかだと思うんです。和菓子屋さんとコーヒー屋さんがコラボしようとい
う話を今していて，コーヒーと和菓子って，近いのか遠いのかわからないんで
すけど，コーヒー屋さんのドリップ講座と，それに合う和菓子を和菓子屋さ
んに探してもらうという両方で募集をかけると，コーヒー好きの人と和菓子
好きな人が両方集まってきて，お互い全然違うお客さんが来たりとか。あと，
今言っているのは，カメラとかだと，今ってみんなスマホとかでやたら写真を
撮ったりとか，女の子でも普通にデジカメでも一眼を持っていたりするんで
すけど，うまくは撮れなくて，学校に行くほどでもないけど教えてもらいたい
みたいなことがあると，おいしく料理を撮れる方法をどこかのビストロと一
緒にやって，カメラも教えてもらえて料理もやれるというようなことをやる
と，結構両方から若い子が来てくれる。（加藤）

・ さっきの着物にしてもそうだし，テッちゃんにしてもそうだけど，プロだもん
だから，プロ目線で教えようと思うと，やっぱり来ない。（水野）

・ そうなんです。だから，ライト。覚王山とかだと，覚王山祭りで浴衣の日があっ
て，着つけをやっているんですよ。その日は，浴衣で来ると何かあるんです。
すごく安く着つけをしてくれるのかな。レンタルもしてくれて，夏だからとい
うことで，どこかの呉服屋さんが出てきて，女の子がばーっと歩いているみ
たいなことをやったりとかしています。大分目線を下げたり，全く異業の人
にやる。学校には行きたくないとか，きっちり教えられても引いちゃうみた
いな。（加藤）

・ だから，まずは市場というよりは，商店街の人たちが楽しく仲よく輪になって，
入ってきてもいいよみたいなね。（羽後）

・ やっぱりそういうものにお客さんも入ってくるんですよね。（水野）

・ だから，本当に教えてもらうんだったら，おっしゃるように中日文化センター
に行けばいいわけなんだけど，でも，何かすごく楽しそう，商店街って何か明
るそうというのが，何となく入ろうかみたいなね。（羽後）

・ 基本的に商店街でやる「まちゼミ」というのは安いですから。うちなんかもた
だでやるし。といっても，材料代は 300円なり 400円なり 500円なり使うん
ですよね。だけど，うちも２回やったんですけど，結局全然知らない人が来る
んだ。一度行きたかったんだけど敷居が高そうだからとかいって，たまたま
新聞を見て来て，うちはドレッシングのつくり方ということをやったんです
けど，そうすると，終わった後で「ランチのメニュー表ってありますか」と聞
いてくるんだよね。絶対に商売っ気を出すとまずいらしいの。商売っ気を出
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しちゃいかんのだけど，「ありますよ」と言ってあげると，やっぱりそれを見て
何人か来るもんね。それを繰り返してやることで，１回は５人ですけど，10
回やれば 50人ですから。50人の顧客をつかもうと思ったらとんでもなく大変
です。だから，「まちゼミ」だと安く効果的にできるし，来るとお客さんの顔
を見るじゃないですか。そうすると覚えるので，「この前はありがとうござい
ました」と。お客さんと直接会話をできるというのは，やっぱり強みですよね。

（水野）

・ チラシをまくのもいいんですけど，お金がかかりますしね。「まちゼミ」の回数
をどんどんふやしていこうと。どうもあれしかないですよ。宮ちゃんが言う
ように，あれがベストではないんでしょうけど，今はもう多分方法はあれしか
ないと思うね。寡黙な福井君みたいな子でも，自分の商売のことを話せば，
あの子もきちっとしゃべるんですわ。しゃべりはあれなんですけど，余分なこ
とはべらべらしゃべらんですけど，自転車のことをしゃべれと言ったら，あい
つもしゃべるんです。だから，やっぱりそこのところを上手にやるのが一番い
いですよね。

今回の聞き取り調査では以上のような実態把握，まちづくりへの意見等が抽出さ
れた。

４．つなぎ役の不在

上田敦彦（かすがいＳＮＳ研究会代表）

ボランティアという概念が，日本においては度々曲解されており，定年を迎えて地
域社会に参画しようとする際にも，この点を誤解されて，なかなか最初の一歩を見
出せずに参加が出来なくて躊躇されるケースを見ることがある。青年経済団体でも
度々先輩・後輩の中で議論されるのだが，経験の浅い会員ほど曲解した解釈をする
ケースをこれまで，度々見てきた。
「ただ（無償）でやってやればいいんだろ」という画一的な考えは暴論である。イギ

リスの様な欧米の社会では，経済循環の一翼をボランティアが占めますが，それは必
ずしも無償の奉仕だけではない。核になる部分にはプロも介在するし，経済活動全
体の１割・２割がボランティア活動で形成されるのであれば，誤解されている日本に，
こうした認識が定着されれば，逆に経済を１割・２割底上げする可能性さえ秘めて
いる。
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日本の認識の違いで結果的に「笛吹けど踊らず」状態が，あちこちで起きるのは，
「金儲けにならないことなんかやりたくない」という直情的な感覚に加えて，こうし
たボランティアの活動が「暇人のやること」とさげすまされているかのような状況も，
体面を邪魔する条件として存在しているだけに厄介である。実は，純粋な経済活動
とボランティアにさほどの違いはないが，こうした旧態依然の意識そのものが阻害
要因になっているものが多いと感じる。

商売を始めて，いきなり儲かる事の方が稀で，地道な努力を続けてようやく社会
に受け入れてもらって商売が成り立つのだと思うが，その努力をすべてお金で換算
していたら，脆弱な資本体制の組織はすぐさま崩壊してしまう。共通するのは，そ
こに人間が介在をして，有償・無償にかかわらず，なんとかしようと努力をすること。
それはすなわち地域とどうかかわりあうかに知恵を絞ると言う点では，両者まった
く同じであると言えると思う。

前置きが長くなったが，地域活動において，旗頭は当然必要で錦の御旗であるほ
ど見栄えもよく，美しく見えるが，さて，その御旗を振るのはだれか？という議論が
どこも決定的に不足をしているのではないだろうか。厳しい表現ですが，どこの会
議体も同じような人間が集まり，美しい御旗が掲げられるが，そこから，旗を振り
続ける人が続きません。旗はいつまでも飾ってあり，やがて忘れられていく。私自
身は人生の中で自分を親分だと思ったことは一度もなく，むしろ新しい御旗が立つ
と，その旗の元で動きまわるのが常であったが，その後の実務者会議（実務者会議す
らない会議体も沢山存在した）の中で，ありきたりの意見交換をしていても，何かが
成就した記憶がない。地域を動かすのも，商売を回すのも，一つ一つが地道な行動
によってのみ支えられるし，そうした活動が続いて少しずつ積み上がるものだと認
識をしている。

ハードウェアという構成は，極論だが，それを成そうとする意志（リーダー）と資
本があれば，作る事は出来る。ソフトウェアはそれだけでは難しいと感じる。まち
づくりをこうして考えると，出来あがったハードウェアに血流を生み出すのは，誰
かがそこで，最初辛くとも旗を振り続けなければならないと同時に，それは打算的
な考えでは人の輪が出来にくいという性質を持っているということである。あれだ
け，あの人が頑張っているからなんとかしようという人間の心の共感が生まれたと
きに，初めて輪が広がるのだと感じています。まさにフィールドワーク無くしてま
ちづくりなどありえない。

私が現在進行形で本業（社業）以外で取り組んでいる主なものに，市民団体活動の
横の連携拡大に関する事業と，春日井まつりのラーメン横町主催という２つの大き
なテーマがある。中部大学産業経済研究所に関わる研究テーマは大義では前者に関
係がある。市民活動と防災連携も大切な要素であり，中部大学のＧＩＳセンターと
の連携も視野に入れて活動をしているからだ。
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基本的にこれらの活動はボランティアである。ただ現在はそれだけでは食えない
が，まったくの無償奉仕でもない。度々この点について懐疑的に指摘を受ける場合
もあるが，私のボランティアとは信念であり余暇ではないので，いずれこの分野でも
経済的に自立して回せるようにするのが，家族を養う父親としても理想ではあると
考えているが，そこに至るのに一番大切な「つなぎ役」をまず果たして，一つの完成
形を見るまでは，損得勘定では考えられないと感じている。理想は社会に受け入れ
られると同時に経済循環構造が出来あがって行くのがベストだと感じているが，ま
ずは自身が一番動いて共感を得て行くしか方法はないと感じている。

私がやっている仕事は難しいことではない。なのに同じような動きをする人は，
見かけたことがないと思っていたが，偶然にも今冬，まさに私が理想とするボラン
ティアと経済活動を見事に一致させている事業に参加する好機に巡りあった。それ
は息子が通う名古屋南高校吹奏楽部が，ご縁があって，正月のアメリカ演奏旅行（ロー
ズパレード）に出かけたわけだが，その主催をしている日米グリーンバンド協会こそ
がまさに奉仕と経済活動を一致させ，しかも日米に感動の輪を広げている素晴らし
い活動であったことである。この団体の活動紹介自体は本筋から外れるので別な機
会に紹介したいと思うが，アメリカ側から喜ばれ，感動を生むことでその事業が成
り立ち，そこに出場する憧れがツアーという形で経済活動として成り立っている。
これだけは誤解のないように書いておきたいのだが，そのスタッフの皆さんで打算
で動いている人は一人もなく，とある教師の方は最初に事業に感動してから以降，
ずっと自費で参加を続けておられるスタッフの方もみえるくらいだ。

地域活動にしても，事業にしても，１人では何も出来ない。強い意志が自身にあっ
たとして，その意志を誰と共有して行くかが大切である。春日井らーめん横町は春
日井商工会議所青年部事業として，私が同組織に入会する前から存在していた事業
だったが，事業の最終となる年に，その担当者として抜擢されたのが私のスタート
になったが，当初から私が念頭に抱いていたのは「事業移管」でした。つまり，おま
つりから事業への移行を最初から想定して，真っ先に時の会長と交渉に出向いたの
が春日井市役所であった。

青年経済団体のメンバーとして地域社会に出向くと決まって言われる事がある。
それは「どうせお前ら１年でいなくなるだろう」と。第二次世界大戦後の復興の日本
においては青年経済団体は，オピニオンリーダとして，また市民活動の担い手として
確かに果たすべき役割が大きかったのだが，世の中が成熟するにつれて，ＮＰＯが
確立されて専門家集団化されると，その意味での青年経済団体の役目はほぼ終わっ
たと言ってよいと思う。それでも起爆剤や打ち上げ花火としての役割があるうちに，
それらをイベントから事業，はたまた文化にまで昇華して行くには専門化していく
しか道はないと考え，らーめん横町に関しては行政への移管を念頭に活動を行った。

現在，事業は市に引き継がれ，実行組織を事業者自体で構成できるまでに至って
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いるが，簡単な道ではない。その当事者からでさえ，もうあなたの力は要らないと
言われたこともある。本当に必要がなければ去るのみだが，実際はその時点での視
野がその程度であったということに他ならない。現在は異業種の事務方メンバーと
して同組織に存在するわけだが，昨年度はらーめんＭＡＰ（３万部発刊）作成等を
通じて，独自のマーケティングが行えるようになるまで，組織の練成が進んでいる。
ここまでくれば事業化も見えるし，なによりラーメン文化として地域に定着する可
能性まで見えて来る。

同様に手掛けるのは，市民団体の連携を図る事業立案で，現在の手法は「動画作
成講座」を基本としている。これは手段なので，ワード，エクセルでも構わないのだが，
それでは陳腐化しすぎているので，時代に見合ったテーマで行っているに過ぎない
が，大切なのはその目的である。個々の団体が個々の目的だけにとどまって活動し
ているうちは，力が出すことができない。それこそ「余暇」と捉えられても仕方なく，
また行政から見てもそのような存在ととられない状況である。まずは共通の動機を
通じて互いの関係性を深め，行政へのクレーマーではなく自主的で創造的な提案型
の活動を構築できる人間関係を醸成すべきと考える。

行政体が人口３万とかの規模であれば強制的に官民協働は背に腹を代えられない
事情で進む側面があるが，春日井市は 30万人で行政体の力が強く，よほどでない限
りは単独で施策を進めようとする意志が働くように感じるが，それこそ大切なのが，
その間で動く「つなぎ役」なのではないかと思う。今，社会で叫ばれる防災連携も，
錦の御旗を立てても，つながなければ動かないのではなかろうか。大切なのは，大
きなお世話と言われようと，間を動くことによって，初めてつながらなかったもの
がつながり，より大きな輪になると同時に，理念はボランティアであっても，公益と
いう観点でも経済活動は両立するのではないかと考える。

５．ＴＡＮＥＹＡプロジェクト〈自立分散型のまちづくりを目指して〉

水野 隆（合資会社水徳 代表社員／勝川商業開発株式会社 代表取締役等）

（１）		事業の背景

「商店街は地域コミュニティの核」と言われて久しい。しかし，全国的に空き店舗
が増えるなど商店街にとって苦しい状況が続く中，地域の担い手としての役割だけ
が先行し，本来，商店街活動が目指す「商い」が影を潜め，「地域の活性化」への取り
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組みが，必ずしも「個店の活性化」に繋がっていな
いのが現状だ。将に理念の喪失である。

商店街に求められているのは，決して補助金あ
りきのイベントで集客したり，旧態然とした「店」
を延命させることではなく，むしろ，ＩＣＴを活用
するなど，積極的に顧客との顔が見える関係を構
築する「核」になりうる店舗を支援する環境作りや，
さらに将来的に街を担う若い起業家をインキュベー
トする役割が重要で，世代交代を促し，人・モノ・
金が流動化できる取組こそ，結果として地域ニー
ズに応えられる商店街づくり（まちづくり）に繋が
るのではと考える。

今回のＴＡＮＥＹＡプロジェクトは，こういったジレンマから脱却するため，完全
民間資金を活用した「事業」によるまちづくりを目指して構築されており，中部地方
では初の取り組みとなった。

（２）		勝川大弘法通り商店街の空き店舗と事業化への経緯について

勝川大弘法通り商店街（以下勝川商店
街）における空き店舗対策は，愛知県に
空き店舗対策の県条例が施行された平
成９年から始まった。まさにバブル崩
壊後，廃業する店が増加し，この対策が
叫ばれ始めた時期だが，この認定第一
号として，同年２月ブラジルの食材や雑
貨を扱う「アリアンサ」を誘致した。こ
れは，当時不良債権化していた店舗を取得するため，商店街の有志８名（当時，現在
９名）で勝川商業開発株式会社（本社：春日井市勝川町）を設立し実施した。勝川商
店街では，これ以後，春日井市の空き店舗活用補助制度を使い 30近い店舗が開店し
たが，現在営業を続けているのは 10店で「アリアンサ」を含む 20店は撤退している。
理由として，一年間限定の家賃補助（50％）を受けた後，２年目からは通常家賃にな
るため一気に経費が増大し継続が困難になることが挙げられる。（現在は，上限を
改装費200万，家賃補助100万とし，家賃については５年間に分けて補助する要綱に
変わっている）
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今回の「ＴＡＮＥＹＡプロジェクト」は，昭和初期に営業を開始した加藤種苗店跡を
再生リノベーションすることを目的に行った。この加藤種苗店は，店主の高齢化に伴
い平成20年に廃業，後継者は近郊に住居を構え生計を別にしていたため，各事業者
から打診はあったものの貸す意思はなく，以後５年間シャッターが下ろされたまま
になっていた。そこで当初勝川商店街のコミュニティ施設としての活用が提案され
たが，商店街内に，補助金を受ける事への抵抗や固定費が発生する懸念，隣地との
境界の問題，耐震の問題等で否決され，勝川商店街として取り組むこと断念，勝川
商業開発㈱の事業として取り組むことにし，所有者の説得にあたった。

（３）	事業の推移

当初貸すことに難渋を示していた所有者も，
度々足を運び説得した結果「まちのためになる
のなら」と応じてくれた。ただ，５年も空き家に
なっていたため残されていたゴミの処理や家具
等の移動も含めて責任を持つことも条件になっ
た。

そこで，まず，勝川商業開発㈱の取締役会で，
この空き店舗再生リノベーション事業に実績の
ある一般社団法人エリア・イノベーション・アラ
イアンス（本社：東京都品川区）とパートナーシッ
プ契約を結び指導を受けることを決議，また，本
研究のパートナーである中部大学国際関係学部
羽後静子教授に支援を求め，ゼミ生による「 お
掃除プロジェクト」（平成25年７月）を実施しト
ラック２台分の家具等の移動とトラック一台分
の不用品を廃棄した。

同８月，入居者向け内覧会を実施。約40名の
来場者の内申込書を提出した 15名に，経営計画，
略歴等を提出してもらい，選考の結果，住居・年
齢・起業ステージ・営業日数・地域貢献の５つの
規定に合った５人の入居者を選定し，さらに入
居者の事業計画から支払い可能家賃を算定，シェ
アする場所と面積を決め契約した。家賃の総額
が決まると，この金額をもとに内装費等，投資す
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る金額を算定，リノベーションを実施する河合建築株式会社（本社：春日井高座町）
と北九州でリノベーション事業に実績のあるライオン建築株式会社（本社：東京都新
宿区）に助言を求め改装計画を策定した。

改装費用は 150万円，資金回収の期間は２年とした。各入居者の内装計画は，事
前にプランを出してもらい，それを勝川商業開発がジャッジするという方法を取っ
た。入居者は夢を持ってくるので，当初，売上に反映しない余分な投資は避け，出
来るだけ費用を掛けない方法を提案した。さらに開業の仕方，営業方法等も指導した。

工事期間は約２か月，平成26年１月８日のオープニングセレモニーを経て，同10
日まち起業シェア店舗「ＴＡＮＥＹＡ」として開業した。セレモニー当日は春日井市
長，春日井商工会議所会頭を初め近隣の関係者を含め盛大に開催した。

（入居者の詳細は別項にて）

（４）		事業の総括

本事業は，春日井市勝川地区の活性化に向けて「起業したい若手」にとって適応可
能な物件再生を，入居者先付，逆算方式を用い，しっかりとした経済原則に基づくこ
とで，公的財源などに依存することなく，完全民間主導型のプロジェクトとして推進
したことが特徴である。まちなかに商業を作り出し，周辺エリアの価値を高めるた
めに，これからチャレンジする若手起業家が十分な知識と実績をもとに，この「ＴＡ
ＮＥＹＡ」を巣立ち，また新たな起業家が入居できる仕組みこそ我々が求めるとこ
ろであり，まさに自立分散型のまちづくりである。今後は，この方式で商店街内に水
平展開を行い，更なる「種」を撒きつつ，このように現地のまちづくり組織と共に，
全国区で実績を上げる団体が協働することによって，行政や会議所にも，商店街支
援の在り方を考える一助になればと思う。

入居者一覧

［飲食店テナント］　カフェ百時
人気カフェの２号店！美味しい珈琲とチーズケーキがオススメ
http://ameblo.jp/momotoki-m02/

［はんこ製造販売］　羊のしるし道具店
創業80年の老舗判子屋が提案する，新しいスタイルの判子屋。
http://hitsuji-shirushi.com
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［英会話教室］ のらっこアセット英会話
ワンコイン特別レッスンも開催！地域に根ざした英会話教室。未就学児を対
象にした幼児英会話です。
http://noracco.com

［ヨガ教室］ そこいたり
ヨガでココロとカラダの健康を目指しませんか？
http://ameblo.jp/soko-itari/

［IT事業者］ らいおん丸
パソコン修理からシステム開発までITに関する業務をトータルでサポート
http://raionmaru.jp

また，シェア店舗「TANEYA」としても，以下で情報発信をしております。
http://taneya.tv/

リノベーション前
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リノベーション中（工事中）

リノベーション後
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６．メディア化の方法論の仮説をもとにした提案

加藤季一（有限会社ミドルリリーバー 代表取締役CEO）

（１）		近年の情報事情

近年の情報は，過剰で乱暴な広告表現や，非現実的な割引率のクーポンなどが溢れ，
消費者が正しい価値観で物事を選ぶことが難しくなってきている。また，インター
ネットには情報が氾濫し，マスメディアによって露出されたアイテムに日本中，世界
中の人が興味を示すが，あっという間にその興味は次の商品へ移る。そんな消費活
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動が現実のものとなっている。それはそれでいいこともあるのかもしれないが，絶対
に忘れてはいけない事がある。それは，町に行けばそこで商売をしている人がいて，
本物の情報がそこにはあり，感動があり，実は最もいいパフォーマンスの消費があ
るという事である。

（２）		本物の情報収集

自分たちで地域の店舗・住人などをリサーチ，取材をする事で情報の質を上げて，
狭いエリアに濃いローカル情報を近隣住人に発信することで，町での消費活動を促
進する事ができるのではと考える。

（３）		情報内容及び発信方法

リサーチ，取材を元にその町独自の生活スタイル（勝川スタイル）を提案する。そ
の手段としてツールを制作し町の店舗にて設置，配布する。ツールもよくあるお店
紹介や地域紹介ではなく，消費活動が活発な” 女子目線” で紹介し制作する。○○女
子や○○ガールなどいつの時代もブームや流行を作り上げていくのは”女性”である。

以下，近年流行の「○○女子」や「○○ガール」を示す。

◎山ガール　= 登山やハイキングを趣味とする若い女性。山スカートやカラフ
ルな小物などを身につけ，女性らしい装いも同時に楽しむ。（写
真７－１参照）

◎農ガール　= オシャレでかわいいファッションで農業を楽しむ女性（写真７－
２参照）。

◎カープ女子＝広島東洋カープ好きの女性（写真７－３参照）。

 写真７－１ 写真７－２ 写真７－３
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（４）		制作ツールの仕様及びコンテンツ

１） タイトル:女子力アップ「カチガワ女子」
女子目線での勝川での生活スタイル「勝川スタイル」をマップor冊子形式で制作

２） 仕様：サイズ／A3二つ折り or A5中綴じ8ページ
３） コンテンツ

・ 働く女子
 年齢を問わずお店の女将さん・店員・アルバイトの仕事風景を紹介。
・ 制服コレクション
 憧れのカワイイ制服をスナップ写真で紹介。
・ 女子が楽しむ勝川商店街
 女子目線で，勝川商店街の楽しみ方を紹介。普段では気づかない意外な発見

があるかも。
・ 女子のオススメスイーツ
 女子はやっぱりスイーツ。勝川でオススメのスイーツを紹介。
・ 女子メシ
 ダイエットの事は忘れて食べたい”勝負メシ”があるお店を紹介。
・ パワースポット
 勝川エリアにあるパワースポットを紹介。

（５）		ツールに期待できること

● 住んでいる所から直ぐ行ける狭いエリアの情報なのでツールを持って帰る
● お店の人にピックアップする事で今まで以上に親近感がわく。
● 当たり前と思っていた町の魅力を再確認できる。
● 普段よく通っている所なのに知らないお店に気づく事ができる。

　　　↓　結果
 「住んでいる町をもう一度よく見つめ直して，より一層住んでいる町が好き

になる。」
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７．	2013年度研究の総括：
	 「勝川スタイル」における「人づくり」の位置づけ

羽後静子（中部大学国際関係学部教授・研究代表）

（１）		「買い手」，「売り手」，「サポーター」の人づくり

以上の共同研究参加者各自の研究報告について総括したい。
まず，買い手の立場からの報告（川田報告）は，特に，イメージづくりと関連付けた

形で買い手をとらえる問題を取り上げた。
キャラクター２人に彼らが集う場所としての「カフェびくとりばー」のマスター３

人をメインキャストにしてビジュアルノベルシリーズについての買い手の調査をお
こなった。

サイネージをつうじてながした上記ビデオの知名度がまだ低いことがわかった。
そのためには，「住みたいまち」「訪れたいまち」のブランド確立が重要である。そし
て，アニメのストーリーがつむぐ物語も，買い手の関心にこたえて商店街の発展や，
知名度向上，生活への提案なども視野に入れたストーリー展開が，そこで，今後の課
題としては，「勝川スタイルの確立」に向けて，買い手に応える持続的活動が重要で
あり，主体と方法について体制の立て直しも必要であり，大学の研究室の活動を超
えたネットワーキングあるいは，活動へのサポート体制が必要であることが明らかに
なった。

次に売り手の側からの報告（岡本報告）では，老舗商店主に対する聞き取り調査
（オーラルヒストリー）調査で，①地域資源の発掘，②まちづくりのアイデア抽出，③
まちづくりの担い手発掘の４点で，用意した質問項目は，以下の３つであった。①
なぜこの町で店を始めたか，②この町の好きな場所はどこか③店の人気商品は何か
④今後この町がどのようになってほしいか。その後この質問項目を足掛かりに，商
店街の歴史や，商店主のそれぞれの家族の歴史や，商店街の課題が浮き彫りにされ
た。その中で特に注目されるのは，商店主たちが，ただ商品を買い手に提供するだ
けではなく，勝川商店街で買い物をすることで，さまざまな付加価値を加えること
に努力していることが明らかになった。付加価値は，中部地域の特産品を重点的に
扱うこと，伝統技芸を扱うこと，農商提携で特色のある食品提供することなどがあ
げられる。その意味では，「勝川スタイル」の中で，勝川独特の商品をそろえること，
特に伝統や季節など地産地消を重視した，商品の付加価値を高めることが大切であ
ることが判明した。
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第三のボランティアについての報告（上田報告）は，本業の傍ら，市民団体活動の横
の連携拡大に関する事業と春日井まつりのラーメン横丁主催という２つのテーマに
取り組んできた経験から，行政と市民団体，市民団体間，市民団体とほかのセクター，
人間関係と多様な地域の関係，社会の関係をつなぐ役割の重要性を指摘している。
多様で重層的なセクター間のネットワーキングとそれを運営する円滑な人間関係が
確立，維持されなければ活動がうまく前に進んでいかない。たとえば，アメリカのグ
リーンバンド協会のようなボランティア活動がこの地域にも必要とされていること
が指摘された。本報告は，とくに商店街が商店の販売活動だけでは独特な「スタイル」
をつくることが不可能で，商店街の特色を出す共通の活動に携わるボランティアが
大事だが，一方個人的な趣味を満足させる無報酬の活動が良い活動とみなされてい
る面もあり商店主などとの連携と理解を得ること，また仕事によっては報酬を出す
制度を確立する必要性も忘れてはならない。

第四の商店街の場所を取り戻す報告（水野報告）は「TANEYAプロジェクト」で「人
づくり」の視点を中心に据えることの重要性を指摘している。商店街がコミュニティ
の核と言われて久しいが，核を作ることは至難の業である。試行錯誤の時期を経て，
今回は商店街の加藤種苗店跡の再生リノベーションを目的とした「TANEYA」を開
始した。勝川商業開発と一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンスとパート
ナーシップ契約を結び，シェアハウスとして利用するため広く応募を募り，最終的に
５人の入居者に決定，それぞれ５人の事業計画から支払家賃を算定，家賃の総額を
決めるという斬新な運営方式を導入，そのいきさつは新聞，雑誌にも取り上げられ
話題を呼んだ。

以上で共同研究参加者各自の研究報告を掲載した。その「人づくり」の四つの側
面に共通な「人づくり」の中で「買い手」の役割を中心に女性の視点を「勝川スタイル」
にふくめるべき提案をしている第五の研究報告をてがかりにして「勝川スタイル」に
おける「人づくり」をどのような方向ですすめていくかという問題を本年度研究の総
括として論ずることにする。

加藤報告は行ったリサーチと取材をもとにそのまち独自の生活スタイルとしての
「勝川スタイル」について「時代のニーズ｣にこたえるべきであることを指摘した。い
つの時代もブームや流行をつくりあげていく際には “女性” の役割が重要であること
に注目し，消費活動が活発な女子の目線によって方向づけられることを重視してい
る。

近年流行の女子・ガールは以下のグループにわけることができる。

① リケジョ＝今一番の理系女子
② 山ガール＝登山やハイキングを趣味とする若い女性。
③ 農ガール＝オシャレでかわいいファッションで農業を楽しむ女性
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④ カープ女子＝広島東洋カープ好きの女子

上記の４点はいずれも「買い手」としての女性の役割について論じているが，これ
をもとにして，2014年度は，「買い手」のみならず商店の女将など「売り手｣の女性
たち，ボランティアやサポーターについても女性の役割，女性の視点についてさらに
研究・調査することを本継続プロジェクトの課題として，継続研究することを本研究
の総括に先立って確認したい。

その上で，本年度行った「勝川スタイル」の「人づくり」の３つの集団と人々が出会
う「場所」についての調査をもとにして，「人づくり」の現状をもとにして将来の「人
づくり」をどのようにすすめるべきか，という将来にむけての「人づくり」の方向性
について考えたい。「勝川スタイル」において，「人づくり」をどう位置付けるかとい
う問題について考えるとき，古来日本で言われてきた三つの要因を重ね合わせて考
えることもできる。それは「地の利，人の和，天の時」ある。ここで，勝川商店街の
活性化を「地の利」，「人の和」，「天の時」の３つの要因から考えてみるとどのように
考えることができるだろうか

（２）		「地の利」と「TANEYAプロジェクト」

まず第１の「地の利」については，「TANEYAプロジェクト」に関連して，「勝川ス
タイル」に適合した人材育成についての「地の利」を十分に活用することが，「勝川ス
タイル」における「人づくり」について重要である。西欧においても，「地の利」を「セ
ンス・オブ・プレイス」（場所の持つ意味）として考えるアングロサクソン文化の伝
統がある。この伝統と感覚は「人づくり」「勝川スタイル」構築においても前提条件
であるといえよう。イギリスの都市の哲学を示す言葉にセンス・オブ・プレイス（sense 
of place）は，「場所の持つ意味」という直訳のほかに「地域への愛着」という意味が
ある。中心市街地とは，そもそも歴史的に形成されたものであり，場所の存在その
ものに意味が存在する。1993年イギリス政府は，ＰＰＧ６（イギリスの都市計画指針）

（足立：2013）でこの考えかたをフルに活用している。その意味で捉える場合，「場
所」が持つ意味とは，「社会」であり，「社会生活」であり，「言葉」であり，「不規則に
だが，継続する生活のノウハウ」を持つものであり，そうしたことが「スローライフ」
へとつながっている。センス・オブ・プレイスがスローな「人づくり」にも「社会づく
り」にも関係している。つまりその土地で生まれ育った人々にとって，「場所の持つ
意味」（センス・オブ・プレイス）とは，その人が意識せずして地域文化を感じたり，
それゆえの地域への居心地のよさを感じたりすることを意味する，生活の知恵で生
み出したその場所ならではのノウハウが，ありのままでの生活を支援するという意
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味でスローなライフスタイルづくりに貢献する。スローであることは，今日のグロー
バル化時代には，大変実行しにくい生活のスタイルである。それだけに，これを「勝
川スタイル」の「人づくり」において実現できれば，勝川商店街は，訪れる人々にとっ
て，休息の「場所」になる。今回の商店主からの聞き取り調査でも，商店主たちのい
ろいろな回答から，彼らがただ商売のためだけに商店街で商売をしているのではな
く，商店街に自分の生き甲斐のある場所をもっているという，あまり自覚されてい
ない「気持ち」があることが確認できた。「人づくり」は，自覚されていない空気のよ
うな「センス・オブ・プレイス」を，商店主はじめ，ボランティアも，商店を訪れる買
い手も，そういう漠然とした「気持ち」をハッキリ自覚できるようにする必要がある。

「TANEYA」はそういう「場所」の「自覚」をしており，この自覚化によって，「勝川ス
タイル」は，商店街という「場」のもつ力を発揮するようになるにちがいない。

（３）		コミュニティデザインと「人の和」

次に「人の和」について，「勝川スタイル」における「人づくり」がその立脚点とす
ることができ，またそうするように努力するべきことについて考える。

コミュニティ・デザインを中心に，商店街というコミュニティの持続発展の条件
となる人間関係について，３つのコミュニティ・デザインについて論じている。

第１のコミュニティデザインの全盛期は 1960 ～ 1970年代，ニュータウンなどの住
宅地デザインを指す。「生活の入れ物」つまり，ハード整備によって，コミュニティ
を生み出そうという発想のコミュニティ・デザインであった。

第２のコミュニティデザインは，第１の流れの反省に立ち，公共施設のデザインは，
将来その施設を使う住民とともに考えるべきではないかという発想から生まれた。
1980年代以降，これは「コミュニティによる施設のデザイン」という活動が活発にな
り，コミュニティの住人がデザインづくりに参加することで，住民のコミュニティ意
識を高めることがその目的であった。いわゆる住民参加型デザインの実践活動であっ
た。

その後，第３のコミュニティ・デザインが登場することになる。
「TANEYAプロジェクト｣に見られるように，空き店舗活用をより一般化すると，

空き店舗による土地の流動化や一般的にシャッター通りであっても，それでもやは
り空き店舗家賃は高い傾向にある。これを食い止めようというのが「最低家賃水準
制度」もしくは，「応益家賃制度（家賃スライド制）」である。この制度が普及すれば，
新しくビジネスを始めたい若者にとって開業リスクは低くなり，土地利用が促進さ
れると専門家は期待している。このような考え方に基いて商店街の最低家賃水準制
度の導入が今あちこちで生まれている。この契約の下では，新しく店を開く人は十
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分な黒字の売り上げを得た場合にその一部を家賃に還元するという「家賃応益家賃
制度」も合せて設定されるので，初期の契約家賃は極度に安く，その後の売り上げ
の比例して最終家賃を決めるやり方（家賃スライド制）で，すでに新潟県新潟市に新
津地区などで実践されている（山崎：2013）。

このコミュニティ・デザインの３形態で，大切なことは，これが上からのコミュニ
ティから参加型のコミュニティに，そして，参加型が単なる参加者の善意だけに頼
る第２の形態から，コミュニティを自発的につくる個人にとっての付加価値を生み
だすことで，単なる善意ではなしに，そこにコミュニティ・ビジネスとしての意味を
持たせるようになっていることがあげられる。本年度の商店主との面接調査におい
ては，商店街での営利活動がかなり困難であるということとともに，この困難な条件
を乗り越えるために，土地の産物を店頭にならべること，土地の農産物・海産物を
販売する，あるいは季節に対応した商品を販売するなど，勝川商店街に特有な付加
価値を加える工夫がなされている。

そのような付加価値をつくりだすことができる商店主が育つことが，「勝川スタイ
ル」を支える「人づくり｣の大切な特色である。

しかし，このような商品一つ一つの付加価値に加えて，もっと大事なのは，「勝川
スタイル」が勝川商店街に来て買い物をすることによる付加価値である。これを造
り出す人材として，ボランティアの「人づくり｣が大切になる。ヨーロッパの近代哲
学は，人間の本質を知性＝理性に求めている。ヨーロッパの哲学者には，知性しか
見えなかったが，日本の民衆たちは，昔から，知性で語れることは，むしろ表層的な
こと，というとらえ方をしている。つまり語りえない関係を重視するのが日本の人々
の発想であった。その関係性は，知性でつかめる関係性だけでなく，身体を通して
しかつかめない関係性も，さらに生命をとおしてつかむものが「関係」であり，「つな
がり」であった。この「生命性」を鈴木大拙は，「霊性」と呼ぶ。平安時代，弘法大師（空
海）は，唐で学び，日本に密教をもたした。密教は，まさに宇宙からこの世界までの
つながりを重視する仏教であるが，７世紀すでに土着的な自然信仰と道教，仏教な
どを習合させて日本の民衆仏教として広がっていた，この雑多な民衆仏教を，仏教
のなかに位置づけ再生させたのが弘法大師の役割であった。

このような身体性を備えた人間関係は，特にハレとケとの時間を共有する売り
手と買い手とボランティアの呼吸を合わせた協力によってしか生まれない。すでに
2012年以前の本研究であきらかにされたように，月に一度の勝川駅前通り商店街で
開催される「弘法市」というハレの時間が，それ以外のケの時間における買い手との
商店街以外にはない付加価値を生みだしていることが確認された。このような商業
的な付加価値を支えている商業活動を包む「勝川スタイル」が弘法大師を中心にし
て生まれている。そして，その付加価値を拡大するために，弘法大師のサイネージビ
デオのイメージングが行われてきた。
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（４）		「天の時」と「勝川スタイル」

第三の「天の時」の「人づくり」について考えると，「天の時」を「勝川スタイル」に
取り入れることは，本継続研究そのものの展開であるといえよう。

本プロジェクトのテーマである，勝川地域のまちづくりのグランドデザインを，私
たちの研究プロジェクトでは自立分散型「勝川スタイル」と名付けた。現時点でイ
メージする「勝川スタイル」は以下の通りである。勝川商店街がただ「ものを売り買
いする場所」であるだけでなく，他では経験できない，人と人との出会い，触れ合い
の場所であり，自分の居場所であるというコミュニティと仮定し，個人のライフス
タイルのみならず，コミュニティの生き方スタイルを提案するものである。

以上，「地の利」と「人の和」のみならず「天の時」を「人づくり」に活用することに
よって，「勝川スタイル」の構築は，「人づくり」を「未来づくり」につなぐものとなっ
ている。「勝川スタイル」は，最初に構想や計画があり，それを現実にあてはめるの
ではなく，自然に動きながら構想が生まれ，自己システムとしての，自立分散型「勝
川スタイル」を形成することに意義がある。したがって，本プロジェクトでは，前プ
ロジェクトの成果の検証，発展をそのプロセスをモデル化しようというものである。
そのためには，前プロジェクトで創出された，新たな価値を持つ個別のまちづくり
事業が，この「勝川スタイル」の中で有機的に結びついていなくてはならない。さら
にそれ以前に重要なことは，概念が実体から離れた机上の空論に陥らずに検証する
仕組みを作る必要がある。そのためには現在の勝川駅前商店街周辺地区の住民・消
費者・商店主のライフスタイルの把握や，既存の事業の効果の検証を不断に行う必
要がある。

そのようにしてはじめて「勝川スタイル」が 50年先を見据えた持続可能な将来の
あるべきライフスタイルの提案となるのであろう。本プロジェクトは，上記の事業
と調査を中心に行い，持続可能な「勝川スタイル」をつくりあげ，提言することを最
終目標とする。

このように，「人づくり」を「未来づくり」につなぐ「勝川スタイル」は，中部大学を
中心に中部ＥＳＤ地域拠点で議論され，構築されている「ＥＳＤ中部モデル」の一つ
のグッド・プラクティス（ＧＰ）事例となりつつある。「人づくり」は，勝川商店街で
扱う農産物・海産物と工芸製品によって，伊勢三河湾流域の産物を消費者が購買す
る場所となり，その場所として，生態系とこれを支える伊勢三河湾の「水」に支えら
れている。「水｣は，中部ＥＳＤ拠点の重要なキーワードである。しかも，中部地域に
固有な伝統文化に支えられ，またこれを支える活動を商店街ぐるみで展開している。
そして中部大学や愛知文教大学など大学と商店街の勝川小学校，勝川幼稚園などの
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幼稚園，小学校とも緊密に協力する点でも，ESD中部モデルの一つの典型的な事例
となっている。

このように，大学関係者が中心となっている商店街の外部の担い手が「勝川スタ
イル」をつくりあげ，提言し，その提言したものが内部の担い手に受け入れられるプ
ロセスの構築・モデル化は，硬直化している全国の他の商店街や中心市街地活性化
事例に対しての大学の果たしうる役割の一つを明示する上で，極めて意義があるも
のと考える。

このように，来年以降に本継続研究をさらに発展させることを願って，本年の研究
報告の総括を閉じる。
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付論

来年度は，第１期から６年目の節目の年でもあり，これまでの集大成としてホーム

ページを作成し，これまでの活動記録をデータにまとめる予定である。第１期は，平

成21年～ 23年度の「『神話の創造』『新しい担い手』と商店街の活性化に向けた持続

可能なまちづくり～春日井市勝川駅前通り商店街の取組を事例として～」プロジェク

ト（以下「前プロジェクト」であり，これを継続発展させ，さらに「勝川スタイル｣に

提案していくことを目標としている。前プロジェクトでは，まず中部大学教員と市民，

商店主による「商店街とサポーターズ会議（二水会）」を立ち上げた。二水会では，商
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店街が，人口減少，高齢人口の増加が不可避な 21世紀の日本においても継続的に発

展できる仕組み作りについて検討を重ねた。前プロジェクトでは，二水会を活動拠

点に，大学関係者を中心とした商店街の外部の担い手が，その専門性を生かしてい

かにまちづくりのプラットフォームや新たな価値を持つまちづくり事業等を生み出し

ていくか，それらに至るまでのプロセスの設計やコーディネート等のマネジメントを

実験的に試みた。これは現在も継続中である。前プロジェクトにおける二水会の成

果は以下の通り。

①地域SNS「愛っち」の発足。これは地域のコミュニケーション形成のプラット

フォームとして機能している。②中部ESD白熱講座（弘法塾）の開催。これは月１回

開催される勝川駅前通り大弘法市にあわせて開催するもので，本学の教員，学生と商

店街主や市民が月１回，各々の持つ専門性を生かしながら，エネルギーや少子化，地

域経済の活性化など新しい農商工連携など持続可能な循環型地域社会システムを話

し合う場である。③「カフェびくとりばー」プロジェクトの立ち上げ。最近注目され

ている「アニメによるまちおこし」は，既存コンテンツも資金もない商店街でも可能

かどうかを検証する実験である。内容は勝川のシンボルである弘法大師空海と，春日

井にゆかりのある小野道風を現代風にアレンジし，そこにさまざまな属性を持つ住民

を友人として登場させて，商店街のPRや，持続可能なまちづくりの必要性を訴える

メッセンジャーの役割を担わせるものである
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